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市内の秋を感じてみよう！
～行楽シーズンです～
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菜
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神埼駅北側を彩るコスモス
P３に関連記事
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情報管理係 ☎44　2112

ダム対策課

ダム対策課分室

☎37　0103

☎53　2304

歴史文化推進室 ☎37　0153

☎37　0088

市
内
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を
感
じ
て
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よ
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新
庁
舎
・
脊
振
町
複
合
施
設
建
設
に
向
け
て
／

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す 
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輝
け
る
未
来
の
た
め
に　

市
役
所
の
職
場
紹
介
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財
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の
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平
成
29
年
度　

保
育
園
入
園
児
募
集 
�
�
�
�

12

レ
デ
ィ
ー
ス
検
診
の
お
知
ら
せ
／
こ
こ
ろ
の
健
康

相
談
／
保
健
栄
養
相
談 
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神
埼
市
郡
医
師
会
に
よ
る
市
民
公
開
講
座
の
お
知

ら
せ
／
後
期
高
齢
者
医
療
制
度 

�
�
�
�
�
�

14

介
護
保
険
料
は
納
期
限
内
に
／
社
会
保
険
料
控
除

証
明
書
の
発
行
／
第
２
回
神
埼
市
総
合
教
育
会
議

を
開
催
し
ま
す
／
ご
み
出
し
の
注
意
／
野
焼
き
は

や
め
ま
し
ょ
う 
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神
埼
ま
ち
あ
る
き
、
伊
東
玄
朴
顕
彰
会
会
員
募
集

／
吉
田
絃
二
郎
生
誕
１
３
１
年
祭 
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九
年
庵
秋
の
一
般
公
開
／
仁
比
山
温
泉
も
み
じ
の

湯
特
別
営
業
／
給
食
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 
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進
め
よ
う
！
男
女
共
同
参
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神
埼
市
青
少
年
育
成
だ
よ
り 
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物
産
館
情
報
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神
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よ
か
よ
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／
水
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里
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お
む
す
び
チ
ー
ム
か
ら
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お
知
ら
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／
は
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ぎ
ー

ホ
ー
ル
行
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予
定
／
い
き
い
き
大
学 
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ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
タ
イ
ム
／
消
費
者
セ
ミ
ナ
ー
／
神

埼
市
消
費
生
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窓
口
よ
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か
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の
お
知
ら
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健
康
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ラ
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／
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
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こ
ど
も
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
／
日
曜
祝
日
在
宅
当
番

医
／
か
る
が
も
ラ
ン
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ま
ち
の
話
題 

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

32

Ｆ
Ｍ
佐
賀　

Ｍ
Ｙ 

Ｄ
Ｅ
Ａ
Ｒ 

神
埼
／
ま
ち
づ
く

り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
／
第
10
回
元
気
か
ん
ざ
き
市
民

交
流
祭 

�
�
�
�
�
�
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�
�
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輝
い
て
い
る
人
／
文
芸
コ
ー
ナ
ー 
�
�
�
�
�

35

あ
つ
ま
れ
！
か
ん
ざ
き
っ
子 

�
�
�
�
�
�
�

36

脊振小学校６年

德川 鈴菜さん

作
者
コ
メ
ン
ト

　

市
報
の
題
字
の
話
が
あ
っ
た
時
、
書
き
た
い
気

持
ち
と
上
手
く
仕
上
げ
ら
れ
る
か
と
い
う
不
安
な

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
何
枚
書
い
て
も
上

手
く
い
か
な
い
作
品
が
多
か
っ
た
け
ど
、
最
後
の

１
枚
を
書
き
あ
げ
た
時
は
、「
神
埼
」
を
書
い
て

本
当
に
よ
か
っ
た
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
い
ろ
ん
な
事
に
挑
戦
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

11 

月
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（平成28年９月末日現在）

●人　口　32,089人（対前月－10人）

　　　　   （男／ 15,379人　女／ 16,710人）
●世帯数　11,569世帯（対前月＋６世帯）

平日　８：30 ～ 17：15

　※毎週火曜日は、市民課窓口は19時まで受付。（本庁のみ）

国民健康保険税（６期）

・「よかね神埼」ぶんぶんテレビの15分番組
　毎月第３・４週
　８：30 ～、12：30 ～、21：30 ～
※番組編成により放送時間が変更になる場合があります。
・「ＭＹ ＤＥＡＲ 神埼」ＦＭ佐賀 毎週水曜日　12：00 ～

　

毎
年
、
多
く
の
人
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
神
埼

駅
北
側
の
コ
ス
モ
ス
。
今
年
も
ピ
ン
ク
の
コ
ス
モ

ス
が
晴
れ
や
か
に
彩
り
ま
し
た
。

　

駅
の
利
用
者
や
通
勤
、
通
学
の
方
を
朝
か
ら
さ

わ
や
か
に
お
出
迎
え
。
地
元
の
人
な
ど
の
愛
情
が

つ
ま
っ
た
コ
ス
モ
ス
が
、
見
る
人
を
元
気
に
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　

毎
年
さ
ま
ざ
ま
な
表
情
を
見
せ
て
く
れ
る
コ
ス

モ
ス
。
来
年
は
、
ど
ん
な
表
情
を
見
せ
て
く
れ
る

か
今
か
ら
楽
し
み
で
す
。

今
月
の
表
紙

「
神
埼
駅
北
側
を
彩
る
コ
ス
モ
ス
」

 　   　12日（土）

 　   　27日（日）

11月 ６日（日）

 　   　15日（火）～ 23日（水・祝）

元気かんざき市民交流祭

神埼市合併10周年まちづくりシンポジウム

『教育の日』式典・講演会

九年庵一般公開
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特
集

市内の秋を感じてみよう！
～行楽シーズンです～

　夏の暑さも去り、過ごしやすい季節になりました。市内でも、随所で秋の深まりを感じられるようになりました。
　秋の行楽シーズンに、家族や友人を誘って市内の観光スポットを巡ってみてはいかがでしょうか。

◎問い合わせ　　総務課　秘書広報係　☎37-0088

　脊振山に登って、市内を見下ろすのもよし。脊振の神社
を巡って歴史を学んでみるのもよし。山に囲まれた「脊振」
では、どこへ行っても紅葉などで秋を感じられますよ。
①脊振山（市内が一望できます）
②後鳥羽神社（イチョウやハゼの紅葉が幻想的です）
③白木地区（もみじが出迎えてくれます）
④高取山公園（子ども連れで楽しめます）
⑤広滝第一発電所（歴史と景色と両方楽しめます）

　千代田支所の展望台からの景色を楽しんでみてはいかが
でしょうか。また、次郎物語に登場するシーンを思い浮か
べながらゆかりの地を散策コースとして巡ってみるのもい
いですね。
⑪千代田支所（展望台から町内を一望）
⑫直鳥クリーク公園（11月20日（日）には直鳥クリーク

公園まつりが開催されます）
⑬下村湖人生家（次郎物語散歩コースのスタート）
⑭次郎の森公園（子どもと一緒にどんぐり拾い）
⑮若宮神社（かわいい肥前狛犬が迎えてくれますよ）

　全国から紅葉を見に訪れる「九年庵」をはじめとし、多
くの観光スポットがあります。仁比山地区を散策するのも
いいですね。吉野ヶ里歴史公園に行って、親子でピクニッ
ク楽しいですよ。
⑥九年庵（誰もが知っている紅葉の名所）
⑦仁比山温泉もみじの湯
　（景色を眺めながら足湯も楽しめます）
⑧橫武クリーク公園（メタセコイアの並木を散策）
⑨吉野ヶ里歴史公園（ピンクのそばの花がお出迎え）
⑩吉野ヶ里遊・学・館
　（地元でとれた季節の野菜や加工品などが並びます）

《脊振町》

《千代田町》

《神埼町》

▲後鳥羽神社

▲次郎の森公園

▲若宮神社の狛犬

クリーク公園
まつりの様子▶

▲

吉
野
ヶ
里
歴
史
公
園

　

の
そ
ば
の
花

▲

橫
武
ク
リ
ー
ク

　

公
園
の
並
木

広滝第一発電所▶
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385

①①
脊振山

②② 後鳥羽神社

④④ 高取山公園

③③ 白木地区

⑧⑧

⑪⑪
⑮⑮

⑫⑫

⑬⑬

⑭⑭

⑨⑨
⑩⑩

横武クリーク公園

直鳥クリーク公園

下村湖人生家

次郎の森公園
千代田支所

若宮神社

吉野ヶ里歴史公園吉野ヶ里遊・学・館

仁比山温泉もみじの湯
⑥⑥ 九年庵

⑤⑤
広滝第一発電所

⑦⑦

④高取山公園わんぱく館

⑩吉野ヶ里 遊・学・館

　地元の新鮮な野菜や果物が並び、安くて、
しかもおいしいと評判です。店頭にはシイ
タケ、白菜、柿、みかんやさしみコンニャ
ク、もち団子の加工品などずらりと並んでい
ます。
　また、元大工さんが作ったテーブルやい
すなどの木工品も置いてあり、隠れた人気
商品です。
　公園内にある「わんぱく王国・そよ風の
丘」では高取山の斜面を利用した全長200
ｍの滑り台、山頂の展望台まで登れるリフ
ト、バッテリーカーなど遊具も充実してお
り、この季節、
山々の紅葉も
見事で家族そ
ろって楽しめ
るおすすめス
ポットです。

　毎朝採れたての野菜が並び、安
さと新鮮さが魅力。芋やダイコン
などの根菜類、白菜やホウレン草
などの葉野菜類もこれからが旬。
　陳列棚を新調し、入荷量も増え
ました。また、神埼名産のそうめ
んなど麺類やお菓子、加工食品も
新規の出店者があり、豊富です。
　アットホームな店内では会話も
弾みます。買い物ついでに家族や
友人とコーヒーでホッと一息とい
うのもいかがでしょうか。

▲脊振山からの景色

▲仁比山温泉もみじの湯
　から見える風景
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市長の部屋

首
都
圏
ふ
る
さ
と
会
に
参
加
し
て

　

一
方
、
地
元
で
販
売
さ
れ
て
い
る

ゆ
ず
ご
し
ょ
う
、
干
し
し
い
た
け
、

梅
漬
、
う
り
漬
、
高
菜
漬
、
黒
ニ
ン

ニ
ク
、
い
ち
ご
よ
う
か
ん
、
ひ
し
ぼ

う
ろ
、
ド
ラ
イ
い
ち
ご
さ
ら
に
佐
賀

丸
の
り
三
種
（
味
付
け
・
塩
・
焼
）

を
展
示
即
売
し
た
と
こ
ろ
、
す
べ
て

ア
ッ
と
い
う
間
に
完
売
し
ま
し
た
。

中
で
も
一
番
人
気
が
あ
っ
た
の
は
脊

振
町
の
干
し
し
い
た
け
で
、
女
性
の

方
か
ら
は
「
も
っ
と
た
く
さ
ん
あ
れ

ば
ね
」
と
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。
い

ず
れ
の
産
品
も
、「
何
処
で
出
来
て

る
？　

誰
が
作
っ
て
る
？
」、「
頑

張
っ
て
ん
だ
！
」
な
ど
と
の
話
が
あ

り
、
ふ
る
さ
と
を
身
近
に
思
わ
れ
、

昔
の
思
い
出
を
懐
か
し
そ
う
に
「
あ

の
人
は
ど
う
さ
れ
と
っ
で
す
か
」
な

ど
と
話
が
尽
き
な
い
よ
う
で
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
は
首
都
圏
ふ
る
さ
と

会
会
長
の
緒
方
孝
則
氏
の
取
り
計
ら

い
で
、
西
野
俊
雄
氏
に
よ
る
マ
ジ
ッ

ク
シ
ョ
ー
と
福
岡
県
出
身
の
琴
平
メ

イ
さ
ん
の
ハ
ー
プ（
ア
ル
パ
）の
演
奏

が
行
わ
れ
、
会
全
体
の
雰
囲
気
が
和

ら
ぎ
、
皆
さ
ん
の
笑
い
声
も
一
段
と

大
き
く
、
話
し
声
に
も
元
気
そ
の
も

の
を
感
じ
取
れ
ま
し
た
。
首
都
圏
の

皆
さ
ん
と
の
絆
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
、ほ
ん
と
に
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

私
が
、
昨
年
の
ふ
る
さ
と
会
で
ふ
る

さ
と
納
税
の
協
力
依
頼
を
行
っ
た

際
、「
佐
賀
牛
は
な
い
の
」
と
初
っ

ぱ
な
か
ら
尋
ね
ら
れ
、
私
は
ふ
る
さ

と
納
税
制
度
の
趣
旨
を
説
明
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
今
回
は
、
佐
賀
牛
を

は
じ
め
多
く
の
返
礼
品
を
準
備
し
た

こ
と
を
伝
え
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
ご

協
力
い
た
だ
く
よ
う
再
度
、
お
願
い

を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
ふ
る
さ
と
会
で
特
に
記
憶

に
残
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
ふ
る
さ
と
会
役
員
の
北
島
健
雄
氏

の
乾
杯
の
発
声
あ
い
さ
つ
で
、「
今

年
４
月
の
熊
本
地
震
は
、
ち
ょ
う
ど

同
じ
よ
う
な
地
震
が
昔
発
生
し
て
お

　

先
月
10
月
８
日
、
東
京
都
千
代

田
区
の
法
曹
会
館
で
「
平
成
28
年

（
第
６
回
） 

首
都
圏
ふ
る
さ
と
会
」

が
開
催
さ
れ
、
神
埼
市
出
身
で
関

東
地
域
に
お
住
い
の
86
人
の
方
の

参
加
で
、
大
い
に
盛
り
上
っ
た
ふ

る
さ
と
会
で
あ
り
ま
し
た
。

　

地
元
、
神
埼
市
か
ら
は
、
葊
瀧

恒
明
市
議
会
議
長
他
７
人
の
議
員

と
八
谷
克
幸
県
議
、
私
を
は
じ
め

執
行
部
か
ら
11
人
が
参
加
し
、
首

都
圏
の
方
々
に
郷
土
の
お
土
産
品

と
し
て  

夢
し
ず
く
１
㎏
（
米
）、

さ
さ
っ
と
う
ど
ん
、
ひ
し
ぼ
う
ろ

お
よ
び
焼
き
の
り
を
準
備
し
ま
し

た
。
皆
さ
ん
に
持
ち
帰
っ
て
食
べ
て

い
た
だ
き
、
ふ
る
さ
と
を
懐
か
し
く

思
い
出
し
て
貰
う
こ
と
に
し
ま
し

た
。

り
、
日
本
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
地

震
は
発
生
し
て
い
る
の
で
、
神
埼

市
で
も
留
意
を
し
て
く
だ
さ
い
」

と
の
こ
と
で
し
た
。
こ
の
こ
と
は

現
に
、
佐
賀
県
に
も
多
数
の
断
層

帯
が
あ
り
、
向
こ
う
30
年
内
で
の

震
度
６
強
の
発
生
確
率
が
８
％
と

の
佐
賀
新
聞
の
記
事
を
、
思
い
出

し
た
も
の
で
す
。
地
震
が
な
い
こ

と
を
願
い
つ
つ
も
、
皆
さ
ま
に
は
、

常
に
、
潜
在
的
に
防
災
へ
の
意
識

を
頭
の
ど
こ
か
に
と
ど
め
て
お
い

て
も
ら
い
た
い
も
の
だ
と
思
い
ま

し
た
。

神
埼
市
長
　
松
本
　
茂
幸

市長交際費の公表
（平成28年７月～９月分）

項目 件数 支出額（円）
弔　慰 0 0
御　祝 39 117,000
激　励 1 3,000
会　費 0 0
見舞い 0 0
その他 5 45,300

計 45 165,300

夜の市長室
どんなことでも構いません。
　皆さまの声をお聞かせください！

◎問い合わせ　総務課　秘書広報係　☎37-0088

　○今後の予定
と　き ところ

11月１日（火） 千代田支所

12月６日（火） 脊振支所
18：00 ～ 20：00（１組30分程度）

※当日は来庁順で受け付けを行いま
す（１組30分程度）。

※お住まいの地区に関係なくお越し
いただけます。

10月の神埼市役所開催分には、３組
６人が来庁されました。

《
市
長
の
部
屋
》

地震の年表（日本）から抜粋

年・月・日 年　　代

1585・7・31 天正13年7月5日 大阪・京都伊勢で大震

1596・9・1 文禄 5年 7月 9日 慶長伊予地震（慶長伊予国地震） Ｍ7.0

・9・4 文禄5年7月12日 慶長豊後地震（大分地震）Ｍ7.0 ～ 7.8

・9・5 文禄5年7月13日 慶長伏見地震（慶長伏見大地震）Ｍ7

1616・9・9 元和2年7月28日 宮城県沖地震Ｍ7.0、　三陸地方大津波

1619・5・1 元和5年3月17日 肥後（熊本）八代で地震 Ｍ6.0（八代城倒壊）

1625・7・21 寛永 2年6月17日 熊本で地震 Ｍ5 ～ 6　（熊本城が破損）

1792・5・21 寛政 4年 4月 1日 島原大変肥後迷惑（雲仙普賢岳噴火、大津波）

1889・7・28 明治22年7月28日 熊本地震 Ｍ6.3

2005・3・20 平成17年3月20日 福岡県西方沖地震 Ｍ7.0

2011・3・9 平成23年 3月 9日 東北地方太平洋沖地震（東日本大震災）Ｍ9.0

2016・4・14 平成28年4月14日 熊本地震の前震　Ｍ6.5

2016・4・16 平成28年4月16日 熊本地震の本震　Ｍ7.3
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◎
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課　

社
会
福
祉
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
０

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す

◆
さ
ま
ざ
ま
な
児
童
虐
待

○
身
体
的
虐
待

　

殴
る
、
蹴
る
、
投
げ
落
と
す
、

激
し
く
揺
さ
ぶ
る
、
や
け
ど
を
負

わ
せ
る
、
溺
れ
さ
せ
る
な
ど

○
心
理
的
虐
待

　

無
視
す
る
、
脅
す
、
罵
声
を
あ

び
せ
る
、兄
弟
間
の
差
別
的
扱
い
、

子
ど
も
の
前
で
他
の
家
族
に
暴
力

を
振
る
う
な
ど

　

児
童
虐
待
は
増
加
し
て
お
り
、
大
切
な
子
ど
も
の
命
が
奪
わ
れ
る
悲
し

い
事
件
も
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
子
ど
も
を
児
童
虐
待
か
ら
守
る
た
め
に
、

児
童
虐
待
防
止
・
予
防
、
早
期
発
見
が
で
き
る
相
談
・
通
報
体
制
を
整
え

て
い
ま
す
。
地
域
の
み
ん
な
で
子
ど
も
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

【
平
成
28
年
度
　
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
標
語
】

さ
し
の
べ
て
　
あ
な
た
の
そ
の
手
　
い
ち
は
や
く

○
ネ
グ
レ
ク
ト

　

食
事
を
与
え
な
い
、
著
し
く
不
潔

に
す
る
、
病
気
に
な
っ
て
も
病
院
に

連
れ
て
行
か
な
い
、
家
に
閉
じ
込
め

る
な
ど

○
性
的
虐
待

　

性
的
関
係
を
強
要
す
る
、
性
的
い

た
ず
ら
を
す
る
、
性
器
や
性
的
行
為

を
見
せ
る
な
ど

◆
「
虐
待
か
も
･
･
･
」
と
思
っ
た

ら
お
電
話
く
だ
さ
い

　

電
話
は
、匿
名
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

連
絡
し
た
人
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

○
連
絡
先

・
福
祉
課　

社
会
福
祉
係

　

☎
３
７
‐
０
１
１
０

・
佐
賀
中
央
児
童
相
談
所

　

☎
２
６
‐
１
２
１
２

　
（
虐
待
通
報
は
24
時
間

３
６
５
日
対
応
し
ま
す
）

※
メ
ー
ル
で
の
相
談
も
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
福
祉
課
の
家
庭
児

童
相
談
員
が
対
応
し
ま
す
。

○
専
用
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

k-so
udan@
city.kanzaki.lg.jp

　
　

◎
問
い
合
わ
せ　

企
画
課　

庁
舎
建
設
１
係
・
庁
舎
建
設
２
係

☎
３
７
‐
０
１
０
２

車
い
す
研
修
で
人
に
や
さ
し
い
施
設
整
備

　

神
埼
市
新
庁
舎
建
設
検
討
委
員

会
と
神
埼
市
脊
振
町
複
合
施
設
建

設
検
討
委
員
会
が
合
同
で
、
車
い

す
を
使
用
し
た
バ
リ
ア
フ
リ
ー
研

修
を
10
月
14
日
、
神
埼
市
中
央
公

民
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

佐
賀
県
難
病
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
の
山
本
千
恵
子
氏
を
講
師
に

迎
え
、
車
い
す
の
上
に
正
座
、
片

方
の
手
を
軍
手
と
ガ
ム
テ
ー
プ
で

動
き
に
く
く
固
定
し
た
状
態
で
、

車
い
す
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

正
座
を
す
る
こ
と
で
、
足
の
踏

ん
張
り
を
無
く
し
、
力
の
制
限
を

行
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
片
方
の

手
を
軍
手
と
ガ
ム
テ
ー
プ
で
固
定

す
る
こ
と
で
、
手
の
自
由
も
奪
い

ま
し
た
。

　

身
体
の
動
き
に
制
限
を
加
え
、

研
修
を
行
う
こ
と
で
「
気
づ
き
」

を
生
ま
れ
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

と
の
山
本
講
師
か
ら
の
ア
ド
バ
イ

ス
か
ら
今
回
の
研
修
を
実
施
。

　

実
際
に
館
内
で
、
開
き
戸
と
引

き
戸
の
開
閉
や
多
目
的
ト
イ
レ
へ

の
出
入
り
、
ス
ロ
ー
プ
の
上
り
下

り
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
へ
の
乗
降
な

ど
行
い
ま
し
た
。
同
公
民
館
は
、

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
で
改

修
を
行
い
ま
し
た
が
、
今
回
の
よ

う
な
身
体
の
制
限
の
あ
る
状
況
で

は
、
小
さ
な
段
差
を
超
え
る
こ
と

や
扉
の
開
閉
も
楽
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

山
本
講
師
は
「
点
字
ブ
ロ
ッ
ク

は
、
目
の
不
自
由
な
方
に
は
必
要

不
可
欠
だ
け
れ
ど
、
車
い
す
に

と
っ
て
は
、
バ
リ
ア
に
な
る
」
と

話
さ
れ
「
新
庁
舎
や
複
合
施
設
を

建
設
す
る
場
合
は
、
配
慮
し
て
ほ

し
い
」
と
の
助
言
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

今
回
の
研
修
を
活
か
し
、
多
方

面
か
ら
の
施
設
利
用
を
考
え
、
人

に
や
さ
し
い
、
誰
も
が
利
用
し
や

す
い
施
設
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
る

こ
と
を
再
認
識
し
ま
し
た
。
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　建設課では、市民の皆さんが安心して暮らしていただける
ように、市道の新設・改良や維持補修、河川の維持補修を行っ
ています。市道橋梁については、定期的な点検、こまめな補
修で長寿命化に努めています。
　また、道路での事故を未然に防ぐため、市道・国道・県道
で破損している箇所や危険な箇所がありましたら情報提供を
お願いします。
　市内に７団地ある、市営住宅を管理しています。老朽化と
いう課題もありますが、適切な維持管理を行うことで、長寿
命化を図りながら安心して生活できる環境づくりを行ってい
ます。
　次郎の森公園や日の隈公園、高取山公園など市内12 ヶ所の
公園等施設は、来園者の皆さんに安心・安全に楽しく利用し
ていただけるよう管理しています。
　今後とも、道路交通網の整備・充実を図り、町並みと住環
境の整備を行うことで「環境にやさしく住みやすいまちづく
り」の実現に向けて取り組んでいきます。

　ダム対策課は、城原川ダム事業の促進に関する業務に取
り組んでいます。城原川は、天井川であり、堤防が決壊す
ると重大な災害を引き起こす危険性があります。
　現状においては、洪水を安全に流下させることができな
いため、国において洪水時における中・下流域への流量低
減を図る城原川ダム建設の計画がなされています。
　城原川ダム事業は、昭和46年の予備調査以来45年が経
過し、長年、この問題に苦労されてきた水没予定地の皆さ
んはもとより、城原川中・下流域の皆さんにとっても早急
な治水対策の実現が望まれています。
　昨年度から、城原川ダム事業の検証作業が国で行われ、
本年７月には「事業継続」の決定がされました。今後、さ
らなる事業促進に向け、国への要請と「安全安心のまちづ
くり」に向けたダム建設の早期実現を目指します。

◆建設１係・２係
・道路、橋梁、河川の改良新設、維持管理
・公共土木施設災害復旧事業
・急傾斜地崩壊防止事業
◆建設管理係
・道路台帳の整備と市道の認定、廃止
・法定外公共物（水路、里道）
・市営住宅全般
◆都市計画係
・都市計画と開発協議に関すること
・公園と公園施設の維持管理

・城原川ダム事業の国と県からの情報収集・発信

・城原川ダム事業とそれに関する地元説明会開催

・ダム建設に伴う地域振興計画策定へ向けての調

査と研究

主な業務

主な業務

 

 

建設課

ダム対策課

☎37-0103

本庁　☎37-0103
分室　☎59-2111

輝ける未来のために･･･
～私たち、こんな仕事をしています！～

【No.７】

▲建設課の
　　若手職員

分室は
脊振支所です
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　下水道課は、家庭から排出される雑排水の改善を行い、
快適な暮らしと美しい水環境の保全に向けて様々な取り
組みを行っています。
　旧神埼町では平成７年度から農業集落排水および合併
処理浄化槽設置事業、同９年度から公共下水道事業に、
旧脊振村では同３年度から、旧千代田町でも同５年度か
ら合併処理浄化槽設置事業に取り組んでいます。
　合併後の神埼市では、旧町村時代からの公共下水道事
業、農業集落排水事業、浄化槽整備事業を継承し、27
年度末の下水道事業区域における、家庭の水洗化状況は
72％となっています。
　今後は、公共下水道事業等の35年度までの整備計画完
了に向けて、公営企業会計の適用（複式簿記）など持続
可能な経営環境の構築と市民の皆さんの生活住環境の改
善に努めます。

　商工観光課では、観光担当をはじめとして、幅広い業務を
担当しており、喜ばれる接客対応に努めています。
　課員にはもう２人、「くねんワン」「くねんニャン」が所属
しており、楽しい職場です。

◆下水道係
・公共下水道施設（処理場、ポンプ場、管路など）

の整備・維持管理
◆管理係
・農業集落排水事業
・浄化槽整備事業
・使用料金等賦課徴収
・排水設備に関すること

◆商工観光係
・韓国霊岩郡との国際交流事業
・王仁博士に関する調査・ＰＲ
・商工業振興（資金事業や商品券事業）
・観光振興（関東・関西でＰＲ活動）
・消費者相談窓口
・自然公園関係
◆企業立地・支援１係
・企業誘致（市外からの企業の誘致）
・企業支援（既存企業の市の支援窓口）
・神埼市企業連絡協議会事務局
◆企業立地・支援２係
・神埼市南部工業団地造成事業
・王仁博士顕彰公園整備事業
・課内の工事担当
◆観光協会との連携事業
・春と秋の九年庵一般公開
・春と秋のＪＲウォーキング

主な業務

主な業務

 

 

下水道課

商工観光課

☎37-0105

☎37-0107

▲ニューフェイス
　太田　優成

▲観光ＰＲの様子

▲

南部工業団地

積極的な姿勢で精一杯
頑張りますので、よろ
しくお願いします！

ボクたちも
頑張ってるよ！

下水道課は
本庁３階です
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　市では、市民の皆さんに納めていただいた税金がどのように使われているか、市の財政がどの
ような状況にあるのかをお知らせするため、財政事情を公表しています。
　今回は、平成27年度決算と平成28年度予算（上半期）の状況をお知らせします。

◎問い合わせ　財政課　財政係　☎37-0101

歳入

自主財
源依

存
財
源

29.6％

70.4％

分担金・負担金
2億5,760万3千円

使用料・手数料
1億7,313万2千円

寄附金、財産、諸収入
3億2,487万7千円

地方交付税
52億4,980万5千円

地方税
32億4,636万7千円

国庫支出金
22億720万9千円

地方債
10億370万円

県支出金
13億6,333万3千円 繰入金

5,649万6千円

繰越金
4億2,284万3千円

地方譲与税
1億5,685万8千円

各種交付金
6億7,641万5千円

◇◆◇財政事情を公表します◇◆◇

【平成27年度　一般会計歳入　決算額　151億3,864万円】

【平成27年度　一般会計歳出　決算額　145億836万円】

◆大型事業の完了による地方債収入の減少
　平成27年度の歳入決算額は151億3,864万円で、
前年度と比較すると11億4,160万円の減少となりま
した。
　主な要因として、神埼市憩の家改築事業や神埼市
中央公民館改修事業など大型単独事業の完成に伴う
地方債の減少などがあげられます。
　また、自主財源が29.6％に対して依存財源は

70.4％であり、行政サービスの多くが依存財源で賄
われている状況です。市の財政運営は国・県の動向
により大きく左右され、今後、地方交付税は減少し
ていくこととなっており、厳しい財政状況になるこ
とが予想されます。
　そのため、自主財源のさらなる確保と歳入に見合っ
た歳出を基本とし、安定した財政運営に努めます。

◆大型事業の完了による投資的経費の減少
　平成27年度の歳出決算額は145億836万円で、昨
年度と比較すると13億4,903円の減少となりました。
　主な要因として、上記事業に加え小中学校空調整
備事業、中学校教育ＩＣＴ振興事業（タブレット端
末など）、脊振小学校グラウンド改修事業など大型事

業完了に伴う減のほか、農業基盤整備促進事業など
の事業費の減少などがあげられます。
　また、将来の財政負担を軽減するため、地方債残
高の一部を一括して返済する「繰上償還」を行い約
2,600万円の経費節減を図りました。

○自主財源･･･市が自主的に調達できる
収入

○依存財源･･･国、県から交付される財
源や地方債のこと

○地方交付税･･･全国すべての市町村が
等しく行政サービスを提供できるよう
国から交付されるもの

○地方債･･･市が財政上必要とする資金
を外部から借り入れるもの

○国庫･県支出金･･･特定の事業に対する
国･県からの補助金

○繰入金･･･これまで積み立てた基金な
どから繰り入れる財源

○義務的経費･･･支出が義務づけられ毎
年支出しなくてはならない経費

○投資的経費･･･道路、学校、公共施設
の建設や大規模改修など社会資本の整
備に要する経費

○扶助費･･･社会保障制度の一環として
生活困窮者や身体障がい者などにその
生活を維持するために支出される経費

○補助費等･･･市から他の地方公共団体
に対して、行政上の目的により交付さ
れる経費

○普通建設事業費･･･道路、橋梁、学校
など公共施設の建設事業にかかる経費

義

務
的
経
費

その

他
経
費

49.6％
38.0％

公債費
22億181万4千円普通建設事業費

17億7,815万2千円

人件費
22億2,897万円

扶助費
27億5,826万3千円

積立金
2億9,324万4千円

投資及び出資金・貸付金
3,200万円

補助費
21億9,275万2千円

物件費
14億3,707万7千円

維持補修費
6,077万7千円

災害復旧事業費
1,416万5千円

繰出金
15億1,114万9千円

投資的経費
12.4％

歳出
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◆基金（貯金）の状況

◆平成28年度一般会計の主な事業

◆地方債（借金）の状況

（単位：千円）
区　　　分 当初 補正 補正後

一 　 般 　 会 　 計 4,896,610 480,783 5,377,393
特 　 別 　 会 　 計 419,425 7,705 427,130
合 　 　 　 計 5,316,035 488,488 5,804,523

市民一人あたりの基金残高 181

（単位：千円）
区　　　分 当初 補正 補正後

一 　 般 　 会 　 計 15,257,709 △ 107,400 15,150,309
特 　 別 　 会 　 計 5,951,636 △ 180 5,951,456
合 　 　 　 計 21,209,345 △ 107,580 21,101,765

市民一人あたりの地方債残高 657

【平成28年度一般会計予算総額　146億2,064円】

◆平成28年度予算の状況

歳入

自主財
源依

存
財
源

32.4％

67.6％

分担金・負担金
1億6,817万2千円

使用料・手数料
2億6,013万4千円

寄附金、財産、諸収入
2億7,005万6千円

地方交付税
49億1,003万円

地方税
30億8,884万円

地方債
12億8,610万円

県支出金
11億4,844万円

繰入金
5億5,098万8千円

繰越金
3億9,749万2千円

地方譲与税
1億3,500万1千円

各種交付金
5億8,198万5千円

歳出

総務費
21億2,676万1千円

国庫支出金
18億2,340万4千円

議会費
1億7,520万7千円

民生費
49億1,121万2千円農林水産業費

13億5,380万8千円

土木費
9億4,755万3千円

消防費
6億2,969万4千円

教育費
12億2,842万4千円

公債費
19億9,077万8千円

災害復旧費
3,226万7千円

労働・商工費
2億2,683万5千円

その他
2,028万6千円

衛生費
9億7,781万7千円

【総務企画部】
・中心市街地拠点整備事業 １億6,524万円
・神埼市新庁舎建設事業 9,739万円
・定住促進対策事業 4,702万円
・ふるさと納税推進事業 1,675万円
・葬祭公園整備促進協議会負担金 1,542万円

【産業建設部】
・道路橋梁新設改良事業
　（社会資本整備総合交付金）  2億4,600万円
・農業基盤整備促進事業 2億3,567万円
・王仁博士顕彰公園整備事業 6,656万円
・神埼市地元購買力推進券事業 750万円
・神埼市有害鳥獣地域捕獲隊等支援事業 134万円

【市民福祉部】
・私立・管外保育所等運営事業費 7億1,483万円
・障害者自立支援給付費  6億3,458万円
・児童扶養手当  1億3,192万円
・脊振町高齢者生活福祉センタースプリンクラー
　設置工事  1,433万円
・コンビニ交付事業 1,300万円

【教育委員会】
・小中学校教育ICT振興事業 1億7,679万円
・登録有形文化財「福成歯科医院（旧古賀銀行神埼
　支店）」活用地域活性化事業 7,930万円
・小中学校英語教育推進事業 2,571万円
・中学校国際交流事業 380万円
・サマーキャンプ事業 118万円
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◆超初心者の方に最適！継続は力なり！ゆっくり・しっかり・楽しく♪
　月額 12,000円（税別・週1回×4）、テキスト&オリジナル問題使用
　回覧、表・イラスト写真入り文書、会計報告等が作れるようになります

上峰町坊所3231－1－1－201 上峰中から300ｍ 駐車場完備

予約制　まずお電話を！担当：飯田恵子

土・日・祝も営業
（不定休）
入会金無料0952－52－8110

パソコン個別指導　生徒さん募集

ケイアンドジェイぱそこん教室

随　時
入会可

１レッスン２時間 開始時刻：9：30、13：00 15：10

神埼市神埼町本堀 3187番地 3
（旧　松永嶺子事務所）
 ☎　　0952－53－5105
FAX　 0952－53－2713

各課からのお知らせ

有
料
広
告

有
料
広
告

　
　平
成
29
年
度　

保
育
園
入
園
児
募
集

◎
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課　

社
会
福
祉
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
０

◆
市
内
保
育
園

・
仁
比
山
保
育
園
（
市
立
）

・
西
郷
保
育
園
（
市
立
）

・
ち
よ
だ
保
育
園
（
市
立
）

・
せ
ふ
り
保
育
園
（
市
立
）

・
小
桜
保
育
園
（
私
立
）

・
神
埼
保
育
園
（
私
立
）

・
ち
と
せ
保
育
園
（
私
立
）

　

認
定
こ
ど
も
園
、
幼
稚
園
へ
の

入
園
希
望
の
方
は
、
直
接
左
記
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
認
定
こ
ど
も
園
の

申
込
・
問
い
合
わ
せ

・
子
ど
も
の
家
保
育
園

 　
（
大
立
寺
幼
稚
園
）

　

☎
４
４
‐
３
１
４
４

・
神
埼
こ
ど
も
園

　

☎
５
３
‐
４
５
０
０

・
神
埼
双
葉
園　

　

☎
５
２
‐
３
６
０
９

○
受
付
期
間

　

11
月
１
日
（
火
）
～

　
　
　
　
　

12
月
22
日
（
木
）

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

明
す
る
書
類
（
就
労
証
明
、
母

子
健
康
手
帳
の
写
し
、
診
断
書

な
ど
）

◆
保
育
料
算
定
資
料
に
つ
い
て

　

新
規
入
園
の
方
で
平
成
28
年
１

月
１
日
時
点
で
神
埼
市
外
の
市
町

村
に
居
住
さ
れ
て
い
た
方
は
、
元

の
市
町
村
で
平
成
28
年
度
市
県
民

税
所
得
課
税
証
明
書
を
お
取
り
い

た
だ
き
、
入
園
申
請
書
と
あ
わ
せ

て
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

※
た
だ
し
、
在
園
児
が
い
る
世
帯

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

○
入
園
選
考
に
つ
い
て

　

入
園
希
望
者
が
多
数
の
場
合

は
、
申
込
書
と
面
接
に
よ
り
保
育

が
必
要
な
程
度
を
総
合
的
に
判
断

し
、
優
先
順
位
の
高
い
方
か
ら
入

園
を
決
定
し
ま
す
。

○
申
込
先

・
福
祉
課　

社
会
福
祉
係

　

☎
３
７
‐
０
１
１
０

・
千
代
田
支
所　

総
合
窓
口
課

　

☎
４
４
‐
３
０
７
１

・
脊
振
支
所　

総
合
窓
口
課

　

☎
５
９
‐
２
１
１
１

○
入
園
申
込
の
で
き
る
方

　

保
育
園
へ
入
園
で
き
る
の
は
「
生

後
６
ヶ
月
か
ら
就
学
前
の
児
童
」で
、

児
童
の
保
護
者
が
次
の
い
ず
れ
か
の

事
情
に
よ
り
保
育
を
で
き
な
い
場
合

で
す
。

　
「
下
の
子
の
保
育
に
手
が
掛
か
る

か
ら
」「
友
達
が
い
な
い
か
ら
」「
遊

ぶ
場
所
が
な
い
か
ら
」
な
ど
と
い
う

理
由
で
は
、
入
園
の
対
象
と
は
な
り

ま
せ
ん
。

①
家
庭
外
労
働

　

児
童
の
保
護
者
が
外
で
仕
事
を
し

て
い
る
。（
最
低
勤
務
時
間
が
月
60

時
間
以
上
）

②
家
庭
内
労
働

　

児
童
の
保
護
者
が
家
庭
内
で
児
童

と
は
な
れ
て
家
事
以
外
の
仕
事
を
し

て
い
る
。（
最
低
勤
務
時
間
が
月
60

時
間
以
上
）

③
親
の
い
な
い
家
庭

　

死
亡
、
行
方
不
明
な
ど
の
理
由
に

よ
り
親
が
い
な
い
家
庭
。

④
母
親
の
出
産
、
保
護
者
の
病
気
な

ど

　

出
産
の
前
後
（
出
産
月
を
挟
ん
で

前
後
２
ヶ
月
以
内
、
最
大
４
ヶ
月
）

や
保
護
者
が
病
気
、
負
傷
、
心
身
に

障
が
い
が
あ
る
。

⑤
病
人
の
看
護
な
ど

　

家
庭
で
長
期
に
わ
た
る
病
人
や
心

身
に
障
が
い
が
あ
る
人
の
介
護
、
介

助
を
し
て
い
る
。

⑥
家
庭
の
災
害

　

火
災
、
風
水
害
、
地
震
な
ど
の
災

害
の
復
旧
に
あ
た
っ
て
い
る
。

○
申
請
書
配
布
・
提
出
場
所

・
新
入
園
児
の
場
合

　

福
祉
課
社
会
福
祉
係
ま
た
は
各
支

所
総
合
窓
口
課

・
現
在
市
内
の
保
育
園
に
在
園
中
の

場
合

　

来
年
度
も
市
内
の
保
育
園
に
継
続

入
園
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
各
保

育
園
で
配
布
の
申
請
書
を
各
園
へ
提

出
。

・
現
在
市
外
の
保
育
園
に
在
園
中
の

場
合

　

新
入
園
児
と
同
じ
く
福
祉
課
社
会

福
祉
係
ま
た
は
各
支
所
総
合
窓
口
課

○
必
要
な
書
類

・
入
園
申
込
書

　
（
児
童
一
人
に
つ
き
１
部
）

・
家
庭
で
保
育
で
き
な
い
こ
と
を
証
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◎
問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課　

健
康
増
進
係　

☎
５
１
‐
１
２
３
４

千
代
田
・
脊
振
会
場　

レ
デ
ィ
ー
ス
検
診
の
お
知
ら
せ

　

11
月
か
ら
、
乳
が
ん
検
診
、
子

宮
頸
が
ん
検
診
、
骨
粗
し
ょ
う
症

検
診
を
合
わ
せ
た
レ
デ
ィ
ー
ス
検

診
が
始
ま
り
ま
す
。

　

乳
が
ん
検
診
、
骨
粗
し
ょ
う
症

検
診
は
、
予
約
制
で
10
月
に
受
付

を
行
い
ま
し
た
。
子
宮
頸
が
ん
検

診
は
、
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
当
日
会
場
ま
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

○
会
場
・
日
程

【
千
代
田
町
保
健
セ
ン
タ
ー
】

　

11
月
10
日
（
木
）、11
日
（
金
）、

13
日
（
日
）
★
、
14
日
（
月
）

★
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
は
11
月
13

日
（
日
）
の
み

【
脊
振
公
民
館
】
11
月
26
日
（
土
）

○
受
付
時
間　

　

午
前
８
時
30
分
～
10
時
30
分

※
子
宮
頸
が
ん
検
診
は
９
時
45
分

か
ら
開
始

※
レ
デ
ィ
ー
ス
検
診
は
、
12
月
に

も
実
施
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、

市
報
か
ん
ざ
き
９
月
号
ま
た
は

９
月
に
全
戸
配
布
し
て
い
る

「
レ
デ
ィ
ー
ス
検
診
の
お
知
ら

せ
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
レ
デ
ィ
ー
ス
検
診
の
日
程
で
都

合
の
つ
か
な
い
方
は
「
毎
日
健

診
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

会
場
が
佐
賀
市
に
は
な
り
ま
す

が
、
佐
賀
県
医
師
会
成
人
病
予

防
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
日
は
毎

日
、
健
診
を
実
施
し
て
お
り
、
レ

デ
ィ
ー
ス
検
診
と
同
じ
料
金
で
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
細
は
、
４
月
に
全
戸
配
布
し

た
「
保
存
版
」
Ｐ
９
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

若
い
世
代
に
多
い
子
宮
頸
が
ん

　

子
宮
頸
が
ん
は
、
20
歳
代
か
ら
30
歳
代
の
若
い
世
代
の
方
が
か
か

り
や
す
い
が
ん
で
す
。
一
般
的
に
が
ん
は
、
年
齢
と
と
も
に
発
症
数

が
増
え
ま
す
が
、
子
宮
頸
が
ん
の
ピ
ー
ク
は
30
歳
代
後
半
で
す
。

　

早
期
が
ん
で
は
、
症
状
が
出
に
く
い
た
め
、
検
診
が
必
要
で
す
。

20
歳
を
過
ぎ
た
ら
子
宮
頸
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

○
実
施
す
る
検
診
・
対
象
者
・
検
査

内
容
・
自
己
負
担

同一年度内に同じ健診
項目を２回受けること
はできません。

　
　

　
　

◎
予
約
・
問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課　

健
康
増
進
係　

☎
５
１
‐
１
２
３
４

◎
予
約
・
問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課　

健
康
増
進
係　

☎
５
１
‐
１
２
３
４

「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
」を
開
催
し
ま
す

保
健
栄
養
相
談
の
お
知
ら
せ

　

あ
な
た
の
心
は
風
邪
を
引
い
て

い
ま
せ
ん
か
。
人
は
心
配
事
や
不

安
が
あ
る
と
、
心
も
風
邪
を
引
い

た
状
態
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
に
専

門
の
相
談
員
（
臨
床
心
理
士
）
に

話
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

下
記
の
日
程
で
「
こ
こ
ろ
の
健

康
相
談
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
厳
守
し
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
す
。

○
相
談
日　

11
月
24
日
（
木
）

○
受
付
時
間
（
完
全
予
約
制
）

①
午
後
１
時
30
分
～
２
時
10
分

②
午
後
２
時
10
分
～
２
時
50
分

③
午
後
２
時
50
分
～
３
時
30
分

○
場
所　

神
埼
町
保
健
セ
ン
タ
ー

　

最
近
、健
診
は
受
け
ま
し
た
か
。

健
診
の
結
果
に
は
、
何
気
な
く
繰

り
返
し
て
き
た
生
活
習
慣
の
結
果

が
現
れ
ま
す
。
結
果
表
の
数
値
の

意
味
や
、
生
活
習
慣
と
の
関
連
を

お
伝
え
し
な
が
ら
、
自
分
の
健
診

結
果
と
生
活
習
慣
が
ど
の
よ
う
に

関
係
し
て
い
る
の
か
、
身
体
の
中

で
何
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か
を
イ

メ
ー
ジ
出
来
る
よ
う
に
保
健
師
・

管
理
栄
養
士
が
説
明
し
ま
す
。

　

下
記
の
日
程
で
個
別
の
保
健
栄

養
相
談
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

事
前
に
ご
希
望
の
日
程
を
予
約

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
待
ち
時
間
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
相
談
は
無
料
で
す
。
随
時
、

予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。　

○
相
談
日　

11
月
７
日
（
月
）

○
時
間

①
午
前
９
時
～
９
時
30
分

②
午
前
９
時
40
分
～
10
時
10
分

③
午
前
10
時
20
分
～
10
時
50
分

○
場
所　

神
埼
町
保
健
セ
ン
タ
ー

検診項目 対象者
（年齢判定基準：H29.3.31）

検査内容 自己負担

乳がん検診
（予約制）

＊40歳・41歳無料

40歳代女性
マンモグラフィ
二方向撮影

1,000円

50歳以上女性
マンモグラフィ
一方向撮影

500円

子宮頸がん検診
＊40歳無料

20歳以上女性
子宮頸部の細胞
診・視診

500円

骨粗しょう症検診
（予約制）

40/45/50/55/
60/65/70歳

女性※

きき腕と反対側
の骨密度測定

500円



14市報かんざき 2016.11月号

各課からのお知らせ

　
　

◎
問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課　

健
康
増
進
係　

☎
５
１
‐
１
２
３
４

み
ん
な
で
学
ぼ
う
！〝
２
０
２
５
年
問
題
〟と〝
肝
が
ん
予
防
〟
　
　後
期
高
齢
者
医
療
制
度
を

選
択
で
き
ま
す

◎
問
い
合
わ
せ　

市
民
課　

　

後
期
高
齢
年
金
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
５

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
75
歳
以
上
の
方
が

加
入
さ
れ
て
い
る
医
療
制
度
で
す
が
、
一
定
の
障

が
い
が
あ
る
65
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
方
が
申
請
さ

れ
、
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
認
定
を
受
け

る
こ
と
で
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
加
入
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
加
入
す
る
と
負
担
割
合
や
保
険
料
に

変
更
が
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
世
帯
や
所
得
の
状
況
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の

で
、
ま
ず
は
市
民
課
後
期
高
齢
年
金
係
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

有
料
広
告

有
料
広
告

◆
「
２
０
２
５
年
問
題
」
を

ご
存
知
で
す
か
？

　

団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者

に
な
る
２
０
２
５
年
の
日
本
は
、
か
つ
て
私

た
ち
が
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
超
高
齢
社
会

を
迎
え
ま
す
。

　

高
齢
者
人
口
の
増
加
に
反
し
、
高
齢
者
を

支
え
る
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
、
後
期
高
齢

者
の
単
独
世
帯
の
増
加
、
認
知
症
高
齢
者
の

増
加
な
ど
が
２
０
２
５
年
問
題
の
大
部
分
を

占
め
る
主
な
問
題
で
す
。
こ
の
問
題
を
解
決

す
べ
く
、
市
で
も
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
構
築
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

講
演
で
は
、
佐
賀
県
長
寿
社
会
課
地
域
包

括
ケ
ア
推
進
室
の
井
原
康
晴
さ
ん
か
ら
、
同

シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
た
在
宅
医
療
・
介

護
連
携
推
進
事
業
の
ね
ら
い
と
事
業
内
容
、

県
内
外
の
取
組
状
況
に
つ
い
て
、
解
説
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

◆
肝
が
ん
死
亡
率
全
国
１
位

か
ら
抜
け
出
そ
う
！

　

～
肝
が
ん
予
防
の
最
新
情
報
～

　

県
の
肝
が
ん
死
亡
率
は
、平
成
11
年
以
降
、

ワ
ー
ス
ト
１
位
が
続
い
て
い
ま
す
。
肝
が
ん

の
予
防
は
、
Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
予
防
と
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
持
続
感
染
者

に
対
す
る
肝
が
ん
発
生
予
防
が
柱
と
な
り
ま

す
。

　

現
在
わ
か
っ
て
い
る
感
染
ル
ー
ト
や
肝
が

ん
の
リ
ス
ク
要
因
は
い
く
つ
か
あ
り
ま
す

が
、
未
知
の
ル
ー
ト
や
リ
ス
ク
要
因
が
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
感
染
は
、
個
人
の
意
識

と
知
識
に
よ
り
、
あ
る
程
度
予
防
が
で
き
ま

す
。

　

講
演
で
は
、
佐
賀
大
学
医
学
部
の
江
口
有

一
郎
教
授
か
ら
肝
が
ん
に
な
ら
な
い
コ
ツ

（
予
防
策
）
を
解
り
易
く
解
説
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

○
と
き　

11
月
19
日
（
土
）　

午
後
３
時
～
５
時　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
開
場
：
午
後
２
時
）　

○
と
こ
ろ　

神
埼
市
中
央
公
民
館　

※
駐
車
場
は
、
神
埼
市
中
央
公
民
館
、
神
埼
市
役
所
、
Ｊ
Ａ
さ
が
神
埼
地
区
中
央
支
所
、

神
埼
町
保
健
セ
ン
タ
ー
、
東
部
農
林
事
務
所

○
内
容　

・
講
演
１
「
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
推
進
事
業
に
つ
い
て
」

・
講
演
２
「
び
っ
く
り
す
る
ほ
ど
よ
く
解
る
！
肝
が
ん
に
な
ら
な
い
コ
ツ
」

◆一定の障がいとは
　一定の障がいとは、主に次に該当する障がいのこと。

障　が　い　の　程　度

身体障害者手帳

・１級、２級、３級
・４級の次のいずれか
①音声機能、言語機能の著しい障がい
②両下肢のすべての指を欠くもの
③１下肢を下腿の２分の１以上で欠くもの
④１下肢の機能の著しい障がい

精神障害者保健福祉手帳 ・１級、２級
療育手帳 ・Ａ（重度）
国民年金法等の障害年金 ・１級、２級

◆手続きについて
　市民課または各支所総合窓口課へ申請ください。
○持参するもの　障がいの程度が記載された手帳など、
　印鑑、現在お持ちの健康保険証

【
神
埼
市
郡
医
師
会
に
よ
る
市
民
公
開
講
座
】
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◎
問
い
合
わ
せ　

高
齢
障
が
い
課　

地
域
支
援
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
賀
中
部
広
域
連
合　

業
務
課　

☎
４
０
‐
１
１
３
５

◎
問
い
合
わ
せ　

佐
賀
年
金
事
務
所　

国
民
年
金
課　

☎
３
１
‐
４
１
９
１

介
護
保
険
料
は
納
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う

社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
が
発
行
さ
れ
ま
す

　

介
護
保
険
制
度
は
、
介
護
が
必

要
に
な
っ
た
高
齢
者
や
そ
の
家
族

を
社
会
全
体
で
支
え
て
い
く
仕

組
み
で
す
。「
介
護
が
必
要
」
に

な
る
の
は
限
ら
れ
た
人
だ
け
で
な

く
、
誰
に
で
も
そ
の
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
リ
ス
ク
を

多
く
の
人
で
負
担
し
合
い
、
万
が

一
、
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
と
き

は
、
利
用
料
の
１
割
ま
た
は
２
割

を
自
己
負
担
す
る
だ
け
で
、
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る

制
度
で
す
。（
サ
ー
ビ
ス
に
よ
っ

て
は
、
別
に
費
用
が
か
か
る
場
合

が
あ
り
ま
す
）

　

自
己
負
担
以
外
の
費
用
は
、
40

歳
以
上
の
人
が
支
払
う
「
介
護
保

険
料
」と「
公
費（
税
金
）」で
賄
っ

て
い
ま
す
。

　

佐
賀
中
部
広

域
連
合
へ
納
付

い
た
だ
い
て
い

る
65
歳
以
上
の

方
の
介
護
保

険
料
の
納
め
方

は
、
次
の
２
種

類
で
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税

と
住
民
税
の
申
告
で
全
額
が
社
会

保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま

す
。
そ
の
年
の
１
月
１
日
か
ら
12

月
31
日
ま
で
に
納
付
し
た
保
険
料

が
対
象
で
す
。

　

こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け

る
た
め
に
は
、
納
付
し
た
こ
と
を

証
明
す
る
書
類
の
添
付
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
１
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で

の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
さ
れ
た
方

　
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保

険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
、
11
月

上
旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付

さ
れ
ま
す
。

②
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で

の
間
に
今
年
は
じ
め
て
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方

　
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保

険
料
）
控
除
証
明
書
」
は
来
年
の

２
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に

は
必
ず
こ
の
証
明
書
（
ま
た
は
領

収
証
書
）を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
ご
家
族
の
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
さ
れ
た
場
合
に
も
、

ご
本
人
の
社
会
保
険
料
控
除
に
加

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご

家
族
あ
て
に
送
ら
れ
た
控
除
証
明

書
を
添
付
の
う
え
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。

◆
特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）

・
年
金
が
年
額
18
万
円
以
上
の
方

◆
普
通
徴
収

　
（
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
）

・
年
度
の
途
中
で
65
歳
に
な
っ
た

方
、
転
入
さ
れ
た
方

・
収
入
申
告
の
や
り
直
し
な
ど

で
、
保
険
料
額
が
変
更
と
な
っ

た
方

・
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
な
い

方
、
年
金
が
年
額
18
万
円
未
満

の
方
な
ど

　

納
付
書
の
方
は
毎
月
、
納
期
限

ま
で
に
金
融
機
関
、
郵
便
局
等
で

納
付
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。（
コ
ン
ビ
ニ
で
は
納
付
で

き
ま
せ
ん
）

　

口
座
振
替
に
す
れ
ば
金
融
機
関

へ
出
向
く
手
間
も
省
け
、
納
め
忘

れ
も
な
く
な
り
ま
す
。

　

保
険
料
を
滞
納
す
る
と
、
滞
納

処
分
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ

れ
た
際
の
負
担
割
合
が
、
３
割
に

引
き
上
げ
ら
れ
る
な
ど
の
給
付
制

限
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　第
２
回
神
埼
市
総
合
教
育
会
議
を

開
催
し
ま
す

◎
問
い
合
わ
せ　

学
校
教
育
総
務
課

　

教
育
総
務
係　

☎
４
４
‐
２
２
９
６

　

今
年
度
、
第
２
回
目
の
神
埼

市
総
合
教
育
会
議
を
開
催
し
ま

す
。
毎
回
教
育
に
関
す
る
課
題

や
取
り
組
み
な
ど
を
議
題
と
し

て
、
協
議
し
ま
す
。

　

一
般
に
公
開
し
て
い
ま
す
の

で
、
傍
聴
さ
れ
る
場
合
は
、
事

前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
と
き　

11
月
18
日
（
金
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～

○
と
こ
ろ　

　

神
埼
市
役
所
３
‐
３
会
議
室

○
テ
ー
マ　

　

学
校
規
模
の
適
正
化

　
　

　
　 ご

み
出
し
時
間
を

守
り
ま
し
ょ
う

野
焼
き
は
や
め
ま
し
ょ
う

◎
問
い
合
わ
せ

　

生
活
環
境
推
進
室　

生
活
環
境
係

　
　
　
　
　

☎
３
７
‐
０
１
１
２

◎
問
い
合
わ
せ

　

生
活
環
境
推
進
室　

生
活
環
境
係

　
　
　
　
　

☎
３
７
‐
０
１
１
２

　

ご
み
回
収
の
時
間
は
、
各
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
さ
れ
る
ご
み

の
量
な
ど
で
変
わ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
へ
の
ご

み
出
し
時
間
は
、

朝
８
時
ま
で
に

お
願
い
し
ま
す
。

　

ご
み
な
ど
を
焼
却
す
る
、
い
わ

ゆ
る
「
野
焼
き
」
は
、
法
律
で
一

部
の
例
外
を
除
き
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

野
焼
き
は
、
悪
臭
や
煙
害
な
ど

で
近
所
の
方
へ
迷
惑
を
か
け
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、「
ご
み
収

集
カ
レ
ン
ダ
ー
の
分
別
表
」
を
参

照
の
上
、
ご
み
収
集
日
に
ご
み
出

し
を
お
願
い
し
ま
す
。
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◎
問
い
合
わ
せ　

歴
史
文
化
推
進
室　

歴
史
文
化
振
興
係　

☎
３
７
‐
０
１
５
３

神
埼
の
歴
史
を
一
緒
に
学
び
ま
し
ょ
う

　

歴
史
文
化
推
進
室
か
ら
11
月
の

行
事
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。ぜ
ひ
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
第
７
回　

神
埼
ま
ち
あ
る
き

　

今
回
は
、
千
代
田
町
藤
西
・
藤

東
地
区
の
歴
史
遺
産
を
探
訪
し
ま

す
。

○
コ
ー
ス

　

藤
西
地
区　

藤
東
地
区

○
日
時　

11
月
20
日
（
日
）

　

午
前
９
時
～
12
時
（
集
合
：
午

前
９
時
）

※
予
備
日　

11
月
27
日
（
日
）

○
集
合
場
所　

藤
西
グ
ラ
ウ
ン
ド

※
雨
天
の
場
合
は
、
予
備
日
（
11

月
27
日
）
に
変
更
。

※
申
込
不
要
、
参
加
費
無
料

◆
伊
東
玄
朴
顕
彰
会
会
員
を
募
集

し
て
い
ま
す

　

江
戸
時
代
の
幕
末
に
種
痘
の
普

及
に
務
め
た
神
埼
市
出
身
の
伊
東

玄
朴
の
功
績
を
発
信
す
る
顕
彰
会

の
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

入
会
さ
れ
た
方
に
は
、
伊
東
玄

朴
顕
彰
会
の
最
新
の
情
報
や
活
動

情
報
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

○
年
会
費　

１
，０
０
０
円

○
入
会
方
法　

事
務
局
（
歴
史
文
化

推
進
室
）ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
神
埼
市
歴
史
ま
ち
づ
く
り
遺
産

「
汐
取
り
行
事
」が
行
わ
れ
ま
し
た

　

９
月
11
日
、
12
日
に
中
地
江
川
と

城
原
川
流
域
で
「
汐
取
り
行
事
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
行
事
は
、
稲
が
開
花
・
結
実

す
る
時
期
に
、
農
家
の
三
大
厄
日

の
一
つ
で
あ
る
二
百
二
十
日
に
行
わ

れ
る
行
事
で
、
有
明
海
か
ら
河
川
に

汐
が
上
が
っ
て
く
る
地
点
で
五
穀

豊
穣
や
風
水
害
除
け
な
ど
を
祈
願

す
る
「
川
祭
り
」「
天
狗
さ
ん
祭
り
」

「
し
ぇ
ー
取
り
祭
り
」
と
も
呼
ば
れ

る
行
事
で
す
。

　

市
内
で
は
、
中
地
江
川
と
城
原
川

流
域
で
行
わ
れ
て
い
る
行
事
で
、
姉

川
上
分
下
分
地
区
・
姉
川
東
分
地
区
・

姉
川
西
分
地
区
・
犬
童
地
区
・
東
野
ヶ

里
地
区
・
大
門
地
区
・
嘉
納
地
区
・

乙
南
里
地
区
・
用
作
地
区
に
伝
わ
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
行
事
は
、
氏
神
を
「
神
お
ろ

し
」
の
神
事
で
御
幣
に
お
ろ
し
て
、

一
対
の
天
狗
面
（
猿
田
彦
）
を
先
頭

に
し
て
、
有
明
海
か
ら
河
川
の
汐

が
上
が
っ
て
く
る
場
所
ま
で
行

き
、
御
幣
に
汐
を
か
け
て
祈
願
し

ま
す
。
汐
取
り
が
終
わ
る
と
各
地

区
の
神
社
な
ど
で
御
幣
か
ら
元
の

神
社
へ
戻
す
「
神
あ
げ
」
神
事
が

行
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
行
事
は
、
城
原
川
と
中
地

江
川
流
域
の
み
で
行
わ
れ
て
い
る

特
徴
的
な
行
事
で
す
。

各課からのお知らせ

　
　吉
田
絃
二
郎
生
誕
１
３
１
年
祭

◎
問
い
合
わ
せ　

吉
田
絃
二
郎
顕
彰
会
事
務
局
（
神
埼
市
中
央
公
民
館
）

�

☎
５
３
‐
２
３
２
５

○
と
き

　

11
月
23
日
（
水
・
祝
）

　

開
会
：
午
前
９
時
30
分

　
（
開
場
：
午
前
９
時
）

○
と
こ
ろ

　

神
埼
市
中
央
公
民
館

○
主
な
内
容

・
市
内
小
中
学
生
の
吉
田
絃
二
郎

作
品
読
書
感
想
文
・
感
想
画
最

優
秀
賞
表
彰

・
読
書
感
想
文
最
優
秀
作
品
の
入

賞
者
に
よ
る
朗
読

・
短
歌
朗
読

・
神
埼
中
学
校
吹
奏
楽
部
演
奏

※
11
月
14
日（
月
）か
ら
23
日（
水
・

祝
）
午
前
中
ま
で
、
神
埼
市
中

央
公
民
館
ロ
ビ
ー
で
読
書
感
想

画
・
感
想
文
入
賞
者
の
作
品
を

展
示
し
ま
す
。

▼姉川西分・東分地区の
　汐取り行事の様子

▲犬童地区の
　汐取り行事の様子

◆
吉
田
絃
二
郎

　
（
明
治
19
年
～
昭
和
31
年
）

　

明
治
19
年
、
神
埼
市
神
埼
町
莞

牟
田
生
ま
れ
。
４
歳
の
頃
、
佐
世

保
に
転
居
。

　

早
稲
田
大
学
を
卒
業
後
、
同
校

で
教
鞭
を
と
る
。
小
説
「
磯
ご
よ

み
」
で
文
壇
に
デ
ビ
ュ
ー
。「
島

の
秋
」
が
出
世
作
と
な
り
、
随
筆

感
想
集
「
小
鳥
の
来
る
日
」
は
大

正
時
代
の
驚
異
的
な
ベ
ス
ト
セ

ラ
ー
と
な
っ
た
。

　

神
埼
町
で
は
平
成
８
年
、
吉
田

絃
二
郎
顕
彰
会
が
発
足
し
、
同
10

年
に
は
文
学
碑
「
筑
紫
の
秋
」
を

日
の
隈
公
園
に
建
立
。
神
埼
市
が

誇
る
、
偉
大
な
る
文
学
者
。
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国
の
名
勝『
九
年
庵
』

秋
の
一
般
公
開

九
年
庵
一
般
公
開
に
伴
う

憩
い
の
家「
仁
比
山
温
泉
も
み
じ
の
湯
」

特
別
営
業

◎
問
い
合
わ
せ　

商
工
観
光
課

　

商
工
観
光
係　

☎
３
７
‐
０
１
０
７

◎
問
い
合
わ
せ　

高
齢
障
が
い
課　

地
域
支
援
係

☎
３
７
‐
０
１
１
１

○
公
開
期
間　
　

　

11
月
15
日
（
火
）
～

　
　

23
日
（
水
・
祝
）

　
　
（
９
日
間
）

○
開
園
時
間　

　

午
前
８
時
30
分
～

　
　
　
　

午
後
４
時

○
美
化
協
力
金

　

３
０
０
円

※
中
学
生
以
下
は
無
料

○
入
園
整
理
券

・
九
年
庵
へ
入
園
す
る
際
は
、
午
前
８
時
頃
か

ら
本
部
テ
ン
ト
で
配
布
す
る
入
園
整
理
券
が

必
要
で
す
。

・
臨
時
の
駐
車
場
は
、
吉
野
ヶ
里
歴
史
公
園
臨

時
駐
車
場
を
使
用
し
ま
す
。（
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
送
迎
）

・
交
通
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
公
共
交

通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・
九
年
庵
の
一
般
公
開
に
伴
い
、
仁
比
山
公
園

の
駐
車
場
は
、有
料
（
身
体
障
が
い
者
専
用
）

と
な
り
ま
す
。

・
来
園
者
が
多
く
な
り
、
午
後
４
時
ま
で
に
入

園
の
見
込
み
が
た
た
な
い
場
合
は
、
入
園
整

理
券
の
配
布
を
早
め
に
中
止
し
ま
す
。

・
期
間
中
は
、
神
埼
駅
南
口
よ
り
九
年
庵
（
仁

比
山
神
社
前
）
行
き
の
路
線
バ
ス
（
昭
和
バ

ス
）
が
増
便
し
て
運
行
さ
れ
ま
す
。

　
〈
１
時
間
に
２
便
、
片
道
３
１
０
円
〉

◆
特
別
営
業
期
間
◆　

　

11
月
11
日
（
金
）
～
25
日
（
金
）

【
11
月
の
休
館
日
】
９
日
（
水
）　

※
16
日
（
水
）
は
営
業
し
ま
す
。

　

九
年
庵
一
般
公
開
に
伴
い
、
右
記
期
間
中
は
、
次
の

内
容
に
変
更
し
て
営
業
し
ま
す
。

・
駐
車
場
エ
リ
ア
に
、
九
年
庵
一
般
公
開
の
運
営
本
部

を
設
置
す
る
た
め
、
駐
車
場
の
利
用
が
で
き
ま
せ
ん
。

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
公
共
交
通
機
関
、
市

巡
回
バ
ス
等
を
利
用
し
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

・
温
泉
利
用
料
は
、
期
間
中
の
11
月
15
日
（
火
）
か
ら

11
月
23
日
（
水
・
祝
）
ま
で
、
利
用
者
の
居
住
地
を

問
わ
ず
、
大
人
（
高
校
生
以
上
）
３
０
０
円
、
小
・

中
学
生
１
０
０
円
で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

※
九
年
庵
の
一
般
公
開
中
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
営
業
時
間
】
午
前
10
時
～
午
後
９
時　

※
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

給
食
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

～
千
代
田
町
婦
人
会
研
修
～

◎
問
い
合
わ
せ　

学
校
給
食
共
同
調
理
場　

☎
５
１
‐
４
０
０
８

　

神
埼
市
学
校
給
食
共
同
調
理
場

で
は
、
市
内
の
小
・
中
学
校
10
校

に
一
日
約
３
，０
０
０
食
の
給
食

を
届
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が
食
べ
て

い
る
給
食
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
、
随
時
、
市
民
の
方
々
に
も
給

食
調
理
の
ご
見
学
や
希
望
さ
れ
る

方
に
は
そ
の
日
の
給
食
の
試
食
を

行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
千
代
田
町
婦
人
会
の

皆
さ
ま
に
研
修
と
い
う
こ
と
で
お

越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

給
食
が
で
き
る
ま
で
の
流
れ
や
衛

生
管
理
、
家
庭
で
の
調
理
と
違
う
大

量
調
理
の
難
し
さ
な
ど
当
調
理
場
の

栄
養
教
諭
か
ら
説
明
を
受
け
、
そ
の

後
も
調
理
の
様
子
を
熱
心
に
ご
見
学

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、こ
の
日
の
献
立
は
「
牛
乳
、

麦
ご
は
ん
、
サ
ン
マ
の
塩
焼
き
、
大

根
お
ろ
し
、
茎
わ
か
め
の
炒
め
物
、

小
松
菜
の
み
そ
汁
」
で
し
た
が
、
試

食
の
後「
味
付
け
が
ち
ょ
う
ど
い
い
」

「
た
く
さ
ん
の
食
材
が
使
わ
れ
て
い

る
」
と
い
っ
た
感
想
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

当
調
理
場
で
は
、
多
く
の
市
民
の

皆
さ
ま
に
実
際
に
給
食
を
食
べ
て
い

た
だ
き
、
そ
の
良
さ
を
知
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

随
時
、
試
食
や
見
学
を
大
歓
迎
し

て
い
ま
す
。

　

試
食
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
事

前
に
予
約
が
必
要
で
す
の
で
、
ま
ず

は
お
電
話
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
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☆月額利用料（すべて費用込）
 　要介護３の方
   　35,000～87,000円
　　　　　（オムツ・洗濯含む）

進
め
よ
う
！
男
女
共
同
参
画

〜
男
女
共
同
参
画
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
よ
り
〜

有
料
広
告

仕
事
と
家
庭
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
推
進

　

少
子
高
齢
社
会
を
迎
え
、
男
女
が

仕
事
と
家
庭
に
お
い
て
共
に
協
力

し
、
個
性
や
能
力
を
発
揮
で
き
る
社

会
づ
く
り
が
大
切
で
す
。

　

神
埼
市
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画

で
は
、
次
の
４
つ
の
目
標
が
策
定
さ

れ
、
各
々
具
体
的
事
業
の
計
画
が
な

さ
れ
て
い
ま
す
。

①
子
育
て
・
介
護
支
援
の
充
実

・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
活

用
し
た
子
育
て
支
援
の
充
実

・
放
課
後
児
童
対
策
（
学
童
保
育
）

の
実
施

・
子
育
て
な
ど
の
講
座
の
実
施

・
男
性
の
育
児
休
業
取
得
に
関
す
る

制
度
や
情
報
の
提
供

・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
活
用

し
た
介
護
支
援
の
充
実

②
家
庭
生
活
の
場
に
お
け
る
男
女
共

同
参
画
の
推
進

・
男
性
の
家
事
・
子
育
て
・
介
護
等

へ
の
参
画
推
進

・
固
定
的
な
性
別
役
割
分
担
意
識
の

解
消
と
支
援
の
充
実

③
就
労
の
場
に
お
け
る
男
女
共
同
参

画
の
推
進

・
企
業
へ
の
情
報
の
提
供
な
ど
啓
発

活
動

・
労
働
条
件
改
善
の
た
め
の
環
境
整

備
の
推
進

・
女
性
の
就
労
・
能
力
開
発
の
た
め

の
支
援

・
仕
事
と
生
活
の
調
和
（
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
）
の
推
進

・
職
場
に
お
け
る
暴
力
の
根
絶

④
自
営
業
な
ど
に
お
け
る
男
女
共
同

参
画
の
意
識
啓
発
の
促
進

・
農
林
業
や
商
工
業
な
ど
自
営
業
に

お
け
る
女
性
参
画
の
推
進

・「
家
族
経
営
協
定
」
締
結
な
ど
の

推
進

が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
調
和
の
取

れ
た
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

男
性
も
女
性
も
共
に
仕
事
・
家
庭
・

育
児
・
介
護
な
ど
仕
事
と
家
庭
生
活

を
両
立
で
き
る
環
境
づ
く
り
が
、
よ

り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
も
繋
が
る
と

思
い
ま
す
。

◆
募
集
中　

一
言
メ
ッ
セ
ー
ジ

伝
え
よ
う　

感
謝
の
気
持
ち
を

　

11
月
23
日
（
水
・
祝
）
は
、
勤
労

感
謝
の
日
で
す
が
、
神
埼
市
男
女
共

同
参
画
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、

11
月
14
日
を
「
あ
り
が
と
う
デ
ー
」

に
設
定
し
て
一
言
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
募

集
し
て
い
ま
す
。家
庭
や
職
場
、地
域

の
中
で
日
ご
ろ
の
「
あ
り
が
と
う
の

心
」を
言
葉
に
託
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

○
応
募
資
格　

市
内
在
住
の
方

○
応
募
方
法

　

用
紙
自
由（
は
が
き
、封
書
な
ど
）、

形
式
自
由
、
40
字
程
度

○
応
募
締
切
日

　

11
月
28
日
（
月
）

※
入
賞
作
品
は
、
市
報
か
ん
ざ
き
２

月
号
で
発
表
し
、
賞
品
を
贈
り
ま

す
。

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ

・
神
埼
市
男
女
共
同
参
画
推
進
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク　

担
当
：
佐
藤

　

☎
４
４
‐
２
９
２
５

　

〒
８
４
２
‐
０
０
５
６

　

千
代
田
町
境
原
２
８
２
‐
１
２

・
総
務
課　

秘
書
広
報
係

　

☎
３
７
‐
０
０
８
８

■
言
葉
の
知
識

　

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

　

仕
事
と
生
活
の
調
和
の
こ
と
。

男
女
が
と
も
に
、
人
生
の
各
段
階

に
お
い
て
、
仕
事
、
家
庭
生
活
、

地
域
生
活
、
個
人
の
自
己
啓
発
な

ど
、
様
々
な
活
動
に
つ
い
て
、
自

ら
の
希
望
に

沿
っ
た
形

で
、
バ
ラ
ン

ス
を
取
り
な

が
ら
展
開
で

き
る
状
態
を

い
い
ま
す
。

～どなたでも　気軽にどうぞ～
女性のための相談室

　皆さんのさまざまな悩みや疑問などについて、
一緒に考えましょう。一人で悩まず、まずはご相
談ください。
　ご希望があれば専門機関への紹介も行います。
※相談は無料です。秘密は厳守します。
○とき　　11月16日（水）
　　　　　午後１時30分～４時30分
○ところ　千代田支所　２階会議室

◎問い合わせ
・神埼市男女共同参画推進ネットワーク
　担当：髙栁　☎52-4709
・総務課　秘書広報係　☎37-0088
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地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で
守
り
、育
て
ま
し
ょ
う

～　

第
11
回　

地
区
子
育
て
懇
談
会
結
果
報
告
～

◎
問
い
合
わ
せ　

神
埼
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議　

☎
４
４
‐
２
１
５
４

　

神
埼
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議
で

は
、
６
月
29
日
、
30
日
、
７
月
１
日

の
３
日
間
、
第
11
回
地
区
子
育
て
懇

談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。（
一
部
の

地
区
で
は
７
月
６
日
に
実
施
）

　

８
月
号
で
は
、
概
要
の
み
報
告
し

て
お
り
ま
し
た
の
で
、
今
回
は
ア
ン

ケ
ー
ト
の
集
約
結
果
な
ど
の
詳
細
に

つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　

今
年
度
も
た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん

方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
総
数　

 

３
，１
２
０
人

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
の
お
陰
で
、
今

年
度
も
３
，０
０
０
人
を
超
え
る
方

に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
人
数
は
、
昨
年
度
に
比
べ
て

１
０
０
人
程
度
減
少
し
て
い
ま
す

が
、
参
加
者
数
が
増
加
し
た
地
区
は

52
地
区
も
あ
り
、
各
地
区
で
取
り
組

ま
れ
て
い
る
結
果
が
数
値
と
し
て
も

現
れ
て
き
て
い
ま
す
。
子
育
て
懇
談

会
が
地
域
行
事
と
し
て
定
着
し
、
貴

重
な
意
見
交
換
、
情
報
交
換
の
場
に

な
っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
１
１
１
地
区
で
９
３
４
人

の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
て
く
れ
ま

し
た
。
昨
年
度
と
比
較
す
る
と
80
人

程
度
増
え
、
話
し
合
い
に
和
や
か
さ

を
も
た
ら
し
て
く
れ
て
い
る
よ
う
で

し
た
。
子
ど
も
た
ち
自
身
が
、
地
域

の
方
々
か
ら
見
守
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
実
感
す
る
機
会
と
も
な
っ
て
き
て

い
る
よ
う
で
す
。

　

地
区
の
危
険
箇
所
等
の
確
認
も
で

き
、夏
休
み
を
前
に
し
て
安
全
面
で
の

心
構
え
に
も
つ
な
が
っ
た
よ
う
で
す
。

　

あ
い
さ
つ
も
良
く
な
っ
て
き
て
い

る
と
い
う
感
想
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
し
た
。「
四
か
条
の
誓
い
」
の

礼
儀
に
も
つ
な
が
る
こ
と
で
あ
り
、

今
後
も
大
人
同
士
、
大
人
か
ら
子
ど

も
へ
と
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
、
声
を

掛
け
合
う
姿
を
日
常
の
も
の
と
し
て

い
き
た
い
も
の
で
す
。

　
「
ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
子
ど
も
た

ち
を
注
意
し
に
く
い
世
の
中
に
な
っ

て
き
た
。
こ
ん
な
時
代
だ
か
ら
こ

そ
、
親
同
士
の
つ
な
が
り
が
大
切
で

あ
る
。
ま
た
、
大
人
が
地
域
の
行
事

に
積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と
で
子
ど

も
た
ち
と
も
顔
な
じ
み
と
な
れ
ば
注

意
も
し
や
す
い
」
と
い
う
意
見
も
い

た
だ
い
き
ま
し
た
。

　

行
事
が
地
区
の
つ
な
が
り
を
生

み
、
大
人
か
ら
子
ど
も
へ
の
声
か
け

が
子
ど
も
た
ち
の
安
心
･
安
全
に
つ

な
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

②
『
神
埼
市
四
か
条
の
誓
い
』
を

　

生
活
に
活
か
そ
う

・
家
庭
に
お
い
て
あ
い
さ
つ
や
あ
り

が
と
う
な
ど
の
一
言
を
徹
底
し
て

い
る
。あ
い
さ
つ
は
礼
儀
の
基
本
、

自
分
か
ら
進
ん
で
あ
い
さ
つ
が
で

き
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
。
あ

い
さ
つ
や
礼
儀
を
実
践
し
て
い
け

ば
将
来
に
活
き
て
い
く
。

①
「 

地
区
の
今
を
話
し
あ
お
う
」

　

通
学
時
に
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
て
通

過
す
る
車
が
見
ら
れ
、
交
通
事
故
が

心
配
、
小
学
生
は
集
団
登
校
に
よ
り

お
お
む
ね
整
列
し
な
が
ら
通
学
で
き

て
い
る
が
、
時
々
列
を
乱
し
広
が
る

姿
も
見
受
け
ら
れ
る
の
で
、
地
域
で

の
指
導
が
今
後
も
必
要
と
い
う
意
見

も
あ
り
ま
し
た
。

◆出席率100％以上の地区
（世帯数に対する出席者数の割合）

　・曽根ヶ里地区 152.6％

　・戸井土地区　 137.5％

　・伏部地区　　 137.5％

　・大門地区　　 107.7％

・
少
し
ず
つ
だ
が
浸
透
し
て
き
て
い

る
が
、
大
人
で
も
な
か
な
か
実
現

が
難
し
い
内
容
で
あ
る
。
ま
ず
は

大
人
が
理
解
し
、
家
庭
内
で
の
話

し
合
い
に
つ
な
げ
な
が
ら
、
時
間

を
か
け
て
浸
透
さ
せ
て
い
く
こ
と

が
必
要
。

　

家
庭
内
で
の
取
り
組
み
も
い
ろ
い

ろ
と
紹
介
さ
れ
た
よ
う
で
す
が
、
日

常
生
活
の
中
で
定
着
さ
せ
て
い
く
こ

と
は
難
し
い
と
感
じ
て
い
る
保
護
者

の
方
々
も
多
い
よ
う
で
す
。
四
か
条

の
誓
い
の
文
言
が
わ
か
り
に
く
い
と

い
う
ご
意
見
も
複
数
あ
り
ま
し
た
。

大
人
か
ら
子
ど
も
へ
具
体
的
に
示
す

こ
と
に
よ
り
内
容
の
理
解
も
さ
ら
に

進
む
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

③
な
か
よ
く
前
進
し
よ
う

　

お
お
む
ね
昨
年
度
の
重
点
実
践
目

標
は
、
各
地
区
で
達
成
さ
れ
た
よ
う

で
し
た
。
今
年
度
の
目
標
に
つ
い
て

は
、
昨
年
度
の
目
標
を
継
続
す
る
地

区
、
新
た
に
目
標
を
設
定
さ
れ
た
地

区
が
あ
り
ま
し
た
が
、「
あ
い
さ
つ
・

交
通
安
全
・
行
事
へ
の
参
加
」
が
多

か
っ
た
よ
う
で
す
。
今
年
度
の
目
標

達
成
へ
の
取
り
組
み
に
期
待
を
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

④
班
長
（
市
民
会
議
理
事
）
か
ら

　

の
意
見

　
「
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
さ
ん
た
ち

と
話
し
合
え
る
良
い
機
会
と
な
り
、

子
ど
も
た
ち
の
参
加
で
会
が
和
み
、

い
い
雰
囲
気
の
中
で
話
し
合
い
が
な

さ
れ
て
い
る
。
地
域
の
情
報
交
換
の

場
と
し
て
も
有
効
で
あ
り
、
子
ど
も

た
ち
も
地
域
で
見
守
ら
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
を
実
感
で
き
る
機
会
と
も

な
っ
て
い
る
」
と
い
う
意
見
が
多
数

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

⑤
終
わ
り
に

　

参
加
人
数
の
確
保
に
向
け
て
い
ろ

い
ろ
取
り
組
み
い
た
だ
い
て
い
る
こ

と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
地
区
独

自
の
チ
ラ
シ
や
会
報
の
作
成
、
放
送

に
よ
る
呼
び
か
け
、
そ
し
て
子
ど
も

ク
ラ
ブ
の
役
員
さ
ん
方
か
ら
の
働
き

か
け
も
増
え
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
事
前
に
役
員
さ
ん
方
で
打

ち
合
わ
せ
を
行
い
、
和
や
か
な
ム
ー

ド
で
会
を
進
め
て
い
く
工
夫
も
重
要

な
ポ
イ
ン
ト
の
よ
う
で
し
た
。
来
年

度
も
７
月
上
旬
の
３
日
間
を
予
定
し

て
い
ま
す
の
で
、
多
く
の
地
域
の
皆

さ
ん
方
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。▲永歌地区の懇談会の様子

神埼市青少年育成だより
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プレミアム商品券「神埼よかよか券」　11月20日（日）販売開始！
　神埼市商工会では、神埼市の支援を受けて、「神埼よ
かよか券」の販売を開始します。
　１セット（10,000円）の購入で10％のプレミアム
が付いて11,000円分のお買物ができます。大変お得な
商品券ですので、ぜひご利用ください。
○販売開始日　11月20日（日）９：30 ～
○購入金額　１セット10,000円
　（500円×22枚＝11,000円）
○購入限度額　お一人さま５セット（５万円）まで

○販売場所【神埼地区】
・神埼市商工会（販売初日は神埼市中央公民館）
・ショッパーズかんざき サピエ
【千代田地区】・ショッピングセンター アニー
【脊振地区】・御食事処 いずみや
○販売総数　10,000セット
○使用期間　平成28年11月20日（日）～

　　　　　　平成29年２月５日（日）
◎問い合わせ　神埼市商工会　☎52-7131

水車の里遊学館ギャラリー
とき・ところ 内　　　　　容 材料費・準備品 主　　　催
11月２日（水）

13：30 ～ 15：00
楽しい絵手紙　体験してみませんか？
初めての方、どうぞお気軽においでください♪

・200円
（ハガキ代ほか）

絵手紙サークル　根っこの会
　原　寿巳子　山口　政子

12月８日（木）
10：00 ～ 16：00

ブルーメタリコのネックレスを作って
みませんか？

（10日前までに予約が必要）

・3,500円以内
（材料・資材代）
・裁縫道具、お弁
  当、ボールペン

ビーズ・ベアーズポー
木村　純子

◎申込・問い合わせ　水車の里遊学館　☎53-8884　建設課　都市計画係　☎37-0103

２階ギャラリーで作品展を開催しませんか？
個人、団体、どなたでも！！

※希望される方は、使用日の10日前までに
申込書を提出してください。

◆開館時間　９：30 ～ 16：00
◆11月の休館日　毎週火曜日

◆地元産の特産品や新鮮野菜などを販売しています　～納入会員募集中！～
物産館情報

吉野ヶ里　遊・学・館　～ 11月の「野菜の日」～
◆８日（火）9：00 ～
　「みかん」のおふるまい
　（先着50人）
◆18日（金）9：00 ～
　「お楽しみ抽選会」（先着50人）
　抽選で採れたて新鮮野菜などをプレゼント
※「野菜の日」のおふるまい、お楽しみ抽選

会については、商品お買い上げのお客さま
が対象になります。

◎新規会員（出品者）を募集しています。
　詳しくはお問い合わせください。　

吉野ヶ里遊・学・館は、あたたかい
「うどんセット」をご提供していま

す。皆さまのご来店を
お待ちしています。

物産所名 営業時間 問い合わせ先

吉野ヶ里
遊・学・館

９：00 ～ 17：00
（定休日：毎週水曜日）

吉野ヶ里　遊・学・館
（神埼駅北口）☎53-8587

高取山公園
わんぱく館

９：00 ～ 17：00
（休園日：第2・4水曜日）

高取山公園　わんぱく館
☎51-9020

高取山公園「わんぱく館」

干し柿作り体験

◆新規会員（出店者）を募集しています。
〇年会費　3,000円
◎申込・問い合わせ
　高取山公園　☎51-9020
　詳しくは、「高取山公園わんぱく館」
までお問い合わせください。

○とき　　11月23日（水・祝）

　　　　　10:00 ～

○参加費　（柿代４㎏）1,300円

○定員　　20人程度（要予約）

※ご予約は、お電話にてお申し込み

ください。

※軍手、エプロンなどをご持参の上、

汚れてもよい服装でご参加くださ

い。
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〒842-0002　
神埼町田道ヶ里2275-8
TEL/FAX：0952（52）8042
HP：ajyo-soy.com

★中華おせち予約受付中。
　全８品（５～６人前）　12,000円（税込）
　♡12月31日夕方５～７時の間で受け渡し
★忘年会・新年会120分飲み放題プラン　
　4,000円（税込）～
【年始の営業】元旦は店休いたします。２日は
コース料理予約のみ営業。３日より通常営業。

と　き 内　　　容 ところ

11月６日（日）
10：00 ～ 11：30

臨床心理士『吉村先生を囲んで座談会』
子どものことなどでお悩みの方、どんな小さい事でもかまいません。
お話しませんか。（※秘密は守られます）

千代田町保健
センター和室

11月22日（火）
10：30 ～ 14：00

ほっとサロン（ご都合のよい時間にどうぞ）
どなたでもお気軽にお越しください。時間のある方はおにぎりを持っ
てきて一緒に食べませんか。

神埼市中央公民館
１階和室

※どなたでも参加は自由です。皆さんの参加をお待ちしています。
　詳細は「おむすび11月号」（脊振公民館、神埼市役所、千代田支所、保健センターなどに設置）をご覧ください。
◎問い合わせ　神埼市教育委員会　おむすびチーム　☎44-2154

地域と家庭と学校の子育て応援団

おむすびチームからのお知らせ

日 曜日 催　　物 開演 入場料 主　　催

11月3日 木・祝 秋の艶歌まつり 9:30 450円 秋の艶歌まつり
事務局　米光☎44-4271

11月13日 日 久米楽器杯西九州カラオケ選手権
決勝大会 11:00 1,000円 坂井艶歌塾　☎52-9007

11月15日 火 年末調整説明会「源泉徴収義務者」 13:30 無料 鳥栖税務署　☎0942-82-3563

11月17日 木 いきいき大学 10:00 年会費1,000円 
会員

神埼市教育委員会(社会教育係）
☎53-2325

11月19日 土 performance Factory HAPPY
本公演　『Ikiru 』

17:30
12:30

2,000円 
(３歳以上)

エンターテイメント・カンパニー
中野　☎080-6685-620111月20日 日

11月27日 日 音楽の夕べ 14:00 一般1,000円 
学生500円

神埼音楽愛好会
木原　☎52-2433

※催物の内容等については、主催者へお問い合わせください。
◎問い合わせ　千代田文化会館「はんぎーホール」　☎44-2051　（休館日：月曜日）

千代田文化会館「はんぎーホール」行事予定表

と  き ところ テーマ 講　師

11月17日（木） はんぎーホール 神埼と邪馬台国
旭学園理事長
　高島 忠平さん

※マイクロバスは、脊振支所を午前９時、神埼市中央公民館を午前９時30分に出発です。
〈受付〉９：30 ～　〈講義〉10：00 ～ 11：30

いきいき大学いきいき大学 60歳からの学びの舎60歳からの学びの舎

いきいき大学はいつでも入学できます。
脊振公民館、神埼市中央公民館、千代田支所社会教育課で、教材費を添えてお申し込みください。講座日の会場
受付でも手続きできます。　【教材費：年間 1,000円】
◎問い合わせ　社会教育課　社会教育係　☎53-2325（神埼市中央公民館）

有
料
広
告

有
料
広
告

※つまみ食い講座は12月号に掲載します。
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補聴器で聞こえの改善しませんか

岩永補聴器 本店認定補聴器専門店

○と　き　11 月 12 日（土）　19：00 ～ 20：00
○ところ　神埼市中央公民館　ロビー
○内　容　女声コーラス
○出演者　「コールかんざき」
○曲　目　♪糸♪あの素晴らしい愛をもう一度♪
　　　　　♪気球にのってどこまでも　ほか

◎問い合わせ　神埼市中央公民館　☎53-2325

土曜の夜は、音楽でくつろぎませんか　！

▲10月は「ホット ファイブ」の皆さんによ
　る演奏でした。

♬出演してくださる方を随時募集しています。お気軽にお問
　い合わせください。　♬入場無料

♪素晴らしい歌声にうっとりしました。また機
　会があれば聴きたいです。
♪生バンド演奏で歌を聴いたのは初めてでした
　が感動しました。

[ 出演者から一言 ]

　美容と健康のためにコーラスを始めて10年以上経ちます。

今宵は、皆さんご存知の曲を歌いますので、一緒に歌って楽

しんでください。

県民カレッジ対象

有
料
広
告

有
料
広
告

ご
参
加
く
だ
さ
い

第
２
回
神
埼
市
消
費
者
セ
ミ
ナ
ー

食
事
と
栄
養
の
お
は
な
し

【
神
埼
市
消
費
生
活
相
談
窓
口
よ
り
】

還
付
金
詐
欺
未
遂
事
件

多
発
中
！

　

神
埼
市
消
費
者
グ
ル
ー
プ
で

は
消
費
者
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
今
回
は
「
食
事
と

栄
養
」
を
テ
ー
マ
に
栄
養
士
の

先
生
に
お
話
を
い
た
だ
き
ま
す
。

　

健
康
な
体
づ
く
り
は
毎
日
の

食
事
が
基
本
で
す
。
食
事
と
栄

養
に
関
す
る
知
識
を
身
に
付

け
、
食
生
活
に
つ
い
て
見
直
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

※
参
加
無
料

○
と
き　

12
月
13
日
（
火
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

○
と
こ
ろ　

　

神
埼
市
中
央
公
民
館

○
演
題　

　
「
何
で
も

　

食
べ
て

　

元
気
よ
く
！
」

○
講
師　

　

管
理
栄
養
士

　

吉
浦　

栄
子
さ
ん

○
主
催　

　

神
埼
市
消
費
者
グ
ル
ー
プ

　

神
埼
市

◎
問
い
合
わ
せ

　

商
工
観
光
課　

商
工
観
光
係

　

☎
３
７
‐
０
１
０
７

Ａ
Ｔ
Ｍ
で
還
付
金
を
返
還
す
る
と
言

わ
れ
た
ら
詐
欺
で
す
！

◆
ア
ド
バ
イ
ス

①
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
は
お
金
を
受
け
取
る
機

能
は
あ
り
ま
せ
ん
。
指
示
通
り
に
操

作
を
す
る
と
逆
に
振
り
込
ん
で
し
ま

い
ま
す
。

②
市
の
職
員
や
銀
行
員
な
ど
が
医
療

費
な
ど
を
還
付
す
る
た
め
に
Ａ
Ｔ
Ｍ

の
操
作
を
お
願
い
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

③
無
人
店
舗
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
や
コ
ン
ビ
ニ

の
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
誘
い
だ
し
ま
す
。

④
時
間
が
な
い
と
急
が
せ
、
冷
静
に
考

え
る
余
裕
を
与
え
ま
せ
ん
。

⑤
振
り
込
む
前
に
、
周
り
の
人
に
相
談

を
し
ま
し
ょ
う
。

　

今
年
４
月
に
は
、
市
内
の
60
代
女
性

が
１
０
０
万
円
の
還
付
金
詐
欺
被
害

に
遭
い
ま
し
た
。
そ
の
後
９
月
、
10
月

と
還
付
金
詐
欺
未
遂

事
件
が
市
内
で
多
発

し
て
い
ま
す
。

不
審
な
電
話
が
あ
っ
た
場
合
は

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

・
神
埼
市
消
費
生
活
相
談
窓
口

　

☎
３
７
‐
０
１
０
７

　
〈
相
談
受
付
〉
毎
週
火
・
金
曜
日

午
前
９
時
～
午
後
３
時

・
神
埼
警
察
署　

☎
５
２
‐
２
１
１
４
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　「家読（うちどく）」は、家族で読書の習慣を共有することです。
　家族みんなで好きな本を読んで、読んだ本について話してみま
せんか。これが「家読（うちどく）」です。

みんなで家読（うちどく）はじめよう!!

図書館名 開館時間 休館日 問い合わせ先

神埼市立図書館（神埼市中央公民館２階）

9：00 ～ 18：00

火曜日・祝日
※３日（木）は開館します。

神埼市立図書館
☎53-2304

神埼市立図書館千代田分館（千代田支所１階） 祝日・土・日曜日 社会教育課
☎44-2731

神埼市立図書館脊振分館（脊振2000年館１階） 祝日・日曜日 脊振分館
☎59-2048

※図書館のホームページ　http://library.kanzaki.ed.jp

「ただしいもちかたの絵本」
WILLこども知育研究所

／編・著　金の星社「ストロベリーライフ」
荻原　浩／著　毎日新聞社 　子どもたちのはし、えん

ぴつ、はさみ、包丁のもち
かたが気になりませんか。

「手を使う文化」を次世代へ
受け継いでもらうために親
子で読める本です。

　イチゴ農家を継げと迫る母
親。猛反対の妻。志半ばのデザ
イナーの仕事はどうする？人生
の岐路に立つ36歳、恵介です。
直木賞受賞第一作の長編です。

11月のおすすめの本 

☆ 発表　上半期貸出ベスト10 ☆
児童 書名 著者名 出版社
1 サバイバルシリーズ ゴムドリ 朝日新聞出版

2 おしりたんてい　むらさ
きふじんのあんごうじけん トロル ポプラ社

3 アナと雪の女王エルサの
サプライズ KADOKAWA

4 二日月 いとう　みく そうえん社

5 くまくまパン 西村　敏雄 あかね書房

6 みずたまのたび アンヌ　クロザ 西村書店

7 ひみつのきもちぎんこう ふじもと みさと 金の星社

8 インサイド・ヘッド KADOKAWA

9 アンパンマンはじめての
ことばえほん やなせたかし/原作 フレーベル館

10 このあとどうしちゃおう ヨシタケ シンスケ ブロンズ新社

一般 書名 著者名 出版社
1 天才 石原　慎太郎 幻冬舎

2 火花 又吉　直樹 文藝春秋

3 羊と鋼の森 宮下　奈都 文藝春秋

4 県庁そろそろクビですか？ 円城寺　雄介 小学館

5 君の膵臓をたべたい 住野　よる 双葉社

6 はだれ雪 葉室　麟 KADOKAWA

7 九十九藤 西條　奈加 集英社

8 異類婚姻譚 本谷　有希子 講談社

9 植物図鑑 有川　浩 角川書店

10 海の見える理髪店 荻原　浩 集英社

◆おはなし会◆
○とき　11月20日（日）
　　　　午前10時30分～
○ところ　神埼市中央公民館
　　　　　２階和室

「文学散歩」
　10月12日に“吉田絃二郎”生誕の地・莞牟田、

“下村湖人生家”“高志狂言”を楽しみました。
参加者のみなさんは神埼の秋を満喫されま
した。
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有
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神埼市子育て支援センターだより 申込締切日は開催日の3日前まで。（電話申込可）
予約多数の場合、お断りする場合があります。

＊ひだまりの会＊（対象：生後6 ヶ月からの未就園児）
＊11月のママサロン＊と　　き 対象年齢 内　　　容 ところ

11月

10日（木） 全年齢児 バルーンで遊ぼう 千代田町福祉センター

17日（木） 0、1歳児 リズム遊び

千代田町保健センター
24日（木） １歳６ヶ月以上児 おみせやさんごっこ

12月
1日（木）

全年齢児
おはなしな～に

8日（木） おおきくなったかな

と　き ところ
1日（火）

千代田町保健センター
8日（火）

15日（火）
22日（火）
29日（火）
　↑生後２ヶ月から参加できます。

　子育て支援センタ－では、子育て支援、遊びの場の提供、育児相談などに取り組んでいます。子育てについ
て迷ったり悩んだりは誰にでもあります。電話や窓口などで相談を受け付けています。どなたでも気軽にご相談、
お問い合わせください。
◎申込・問い合わせ　神埼市子育て支援センター（千代田町保健センター内）　☎44-4908

※いずれも10：00～11：30で開催。

※ひだまりの会の詳しい内容は市のホームページでご覧になれます。

17日（木）…講師にリズム
ダンス研究会の持丸先生をお
招きして、リズムに合わせて
ママと一緒に遊びます。動き
やすい服装で来てください。

24日（木）…おみせやさんになっ
たり、お客さんになったりして遊
びましょう。

◆ママサロンは子どもが自由に遊べる広場で
す。パパもおじいちゃんもおばあちゃんも誰で
も参加できます。

10日（木）…大きなバルーンをみんなで拡げたり
膨らませたり、中に入ってみたり、ボールを飛ば
したりして遊びましょう。

インフルエンザワクチンは『重症化』予防に効果的です
　インフルエンザにかかる時は、ウイルスが口や鼻
から体の中に入り、細胞に侵入して増殖します。（＝

「感染」）ウイルスが増えると、数日後、発熱やのど
の痛み等の症状が起こります。（＝「発症」）発症後、
多くの方は１週間程度で回復しますが、中には肺炎
や脳症等の重い合併症が現れ、入院治療を必要とす
る方や死亡される方もいます。（＝「重症化」）
　特に高齢の方や、呼吸器、循環器、腎臓に疾患を
持つ方、糖尿病などの代謝疾患を持つ方、免疫機能
が低下している方は重症化する危険が増加します。
また、小児では中耳炎の合併、熱性けいれんや気管

支喘息が起こりやすくなり、まれに急性脳症などが
あらわれることがあります。
　ワクチンの最も大きな効果は、この重症化を予防す
る効果です。インフルエンザは、例年１～２月に流行
のピークを迎えます。ワクチンの予防効果は、接種か
ら２週間後～５ヶ月程度と考えられていますので、遅
くとも12月中旬までにワクチン接種を受けましょう。
※平成11年度「インフルエンザワクチンの効果に関

する研究（主任研究者：神谷齊）」報告では、65
歳以上の健常な高齢者につい
ては約45％の発病を阻止し、
約80％の死亡を阻止する効果
があったとされています。

◎問い合わせ
　健康増進課　母子保健係　☎51-1234

♪健康コラム♪

15日（火）…今月のスキルアップ講座はマ
マクッキング「やさしいおやつ作り」です。
野菜を上手に使って簡単に作れ、身体にも
やさしく、子どもが食べるのもやさしいお
やつに挑戦します。お子さんは託児をしま
す。（６ヶ月以上児対象）。20人限定です。
４日(金)から予約開始します。
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こども健康カレンダー（11月１日～ 12月15日）
と　き 事業名 受付時間 ところ 対象者

11月

７日（月） あかちゃん広場 13：15～13：30

神埼町保健センター

１歳未満
８日（火） ことばの相談（要予約） 13：30～16：30 １歳～就学前
９日（水） すこやか子育て相談室（要予約） 13：30～16：30 ０歳～就学前
14日（月） 乳幼児相談 ９：30～11：00 0歳～就学前

16日（水）
１歳６か月児健診（神埼・脊振地区） 13：00～13：30 平成27年３月～４月生
フッ化物塗布（要予約） 12：40～13：00 １歳６か月児健診後～４歳未満

18日（金）
３歳児健診（千代田地区） 13：00～13：30

千代田町保健センター

平成25年２月～３月生
フッ化物塗布（要予約） 12：40～13：00 １歳６か月児健診後～４歳未満

25日（金） ３～４か月児健診（千代田地区） 13：00～13：30 平成28年７月～８月生
28日（月） 乳幼児相談 ９：30～11：00 ０歳～就学前

12月

２日（金） すこやか子育て相談室（要予約） 13：30～16：30 ０歳～就学前
５日（月） あかちゃん広場（歯科相談あり） 13：15～13：30 神埼町保健センター １歳未満

13日（火）
リトルわんぱくKID'S（親子の手あそび） ９：30～10：00 脊振公民館 ０歳～就学前
ことばの相談（要予約） 13：30～16：30 神埼町保健センター １歳～就学前

14日（水）
１歳６か月児健診（千代田地区） 13：00～13：30

千代田町保健センター
平成27年４月～５月生

フッ化物塗布（要予約） 12：40～13：00 １歳６か月児健診後～４歳未満

☆フッ化物塗布のご予約は、問い合わせ先までお願いし
ます。

　(1歳6か月児健診および3歳児健診の対象者は予約不
要です）

◎問い合わせ　健康増進課　母子保健係
　　　　　　　（神埼町保健センター）　　☎51-1234
　　　　　　　（千代田町保健センター）　☎44-2021

※診療時間　午前９時から午後５時まで

月　日 　実　施　医　療　機　関　 　実　施　医　療　機　関　

11月３日

（木・祝）

おおつぼ内科医院
神埼町本堀3199－1
☎52－3130（内）

和田医院
千代田町嘉納1319－18
☎44－2046（内・小）

11月６日

（日）

栗並医院
神埼町枝ヶ里76－1
☎52－2977（内）

中下医院
千代田町餘江128
☎44－2488（内）　

11月13日

（日）

目達原整形外科
吉野ヶ里町吉田2900
☎52－3717（整外）

神埼クリニック
神埼町田道ヶ里2396
☎53－1818（内・胃・呼）

11月20日

（日）

なかしま整形外科クリニック
神埼町本堀2934－25
☎51－1430（整外）

和田記念病院
神埼町尾崎3780
☎52－5521（内・胃・小）

11月23日

（水・祝）

くらとみ眼科医院
神埼町田道ヶ里2435－１
☎52－8841（眼）

たけうち小児科医院
神埼町本堀2707-2
☎52－2524（小）

11月27日

（日）

ごんどう耳鼻咽喉科
神埼町田道ヶ里2226－1
☎55－7001（耳・アレ）

山田こどもクリニック
神埼町田道ヶ里2394 ー 1
☎55－6566（小）

12月４日

（日）

みつます耳鼻咽喉科
吉野ヶ里町吉田2906－1
☎53－8820（耳・アレ）

神埼病院
神埼町田道ヶ里2216－１
☎52－3145（外・整外・胃）

12月11日

（日）

みねこ皮ふ科クリニック
吉野ヶ里町吉田2154－3
☎51－1655（皮・アレ）

福嶋内科医院
千代田町境原2496－3
☎44－2141（内・小）

日曜日の歯科診療
　（神埼地区歯科医師会も輪番制で担当しています）
　＜場所＞　佐賀市保健福祉会館（ほほえみ館内）
　＜診療時間＞　９：３０～１６：００
◎問い合わせ　　佐賀市休日歯科診療所　☎36－9164

神埼市神埼町志波屋3627
TEL 0952-53-1747
携帯 090-8836-5630

相談は、無料です。

行政書士

相続手続
土地や建物が亡くなった人の

名義になっている

遺言書
死んだら、家や土地の名義は
どうなるのだろう？

その他

（日本行政書士会登録番号 05410974）

建設業許可・産業廃棄物・
内容証明・車庫証明 等

ホームページ ゆずりは 神埼 検索 行政書士には守秘義務があります。お気軽にご連絡ください

有
料
広
告

日 曜 祝 日 在 宅 当 番 医かるがもランド
～ファミリーコンサート＆クリスマスおはなし会～
　就学前までのお子さん、
ご家族の皆さん、妊婦さん、
どなたでもご参加ください。

○とき　　12月16日（金）
　　　　　10：00（開場）～お昼頃まで
○ところ　はんぎーホール
○内容　　・フェリーチェ【女声三重唱】
　　　　　・石川敦子さん【ピアノソロ演奏】
　　　　　・おひさま（神埼小学校）【おはなし会】
○参加費　無料　
○主催　　神埼市母子保健推進協議会
※予約不要

◎問い合わせ
健康増進課　母子保健係　☎51-1234
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。

プレアホール神埼

まずはプレアホール神埼へご相談ください永久の旅立ち…

仏壇・仏具・仏壇クリーニング
墓石・墓石クリーニング・法名塔（名前入れ）
法事料理（四十九日・初盆・一周忌・三回忌等）
供養菓子・悲礼返し・礼品等
各種取扱い致しております。

ご葬儀について、『わからない…不安…』そんな方は、
事前相談、お見積り、会館見学、会員募集等、随時受付けいたしております。
ご自宅への無料見積りも随時おこなっておりますのでお気軽にお電話下さい。

年中無休 24時間受付

株式会社ＪＡセレモニーさが
神埼市神埼町本堀2716-4

TEL.0952-55-8008 FAX.0952-55-8007

J A葬祭
その他取扱い商品

有
料
広
告

有
料
広
告

○
受
付
期
間

　

11
月
７
日
（
月
）
～
18
日
（
金
）

※
郵
送
の
場
合
は
、当
日
消
印
有
効
。

○
選
考
方
法　

書
類
選
考
・
面
接

※
面
接
日
は
、後
日
は
が
き
で
通
知
。

申

・
問

税
務
課　

市
民
税
係

　

☎
３
７
‐
０
１
１
４

　

〒
８
４
２
‐
８
６
０
１

　

神
埼
市
神
埼
町
神
埼
４
１
０

○
と
き

　

平
成
29
年
１
月
22
日
（
日
）

　

受
付　
　
　

午
前
８
時
50
分
～

○
と
こ
ろ

　

吉
野
ヶ
里
歴
史
公
園
内
と
周
辺

○
種
目

・
２
㎞
ふ
れ
あ
い
ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー

ス
（
小
学
生
以
上
）

・
４
㎞
コ
ー
ス
（
小
学
生
以
上
）

・
10
㎞
コ
ー
ス
（
高
校
生
以
上
）

○
参
加
料
（
１
人
あ
た
り
）

　

小
・
中
学
生　
　

５
０
０
円

　

高
校
生　
　

１
，０
０
０
円

　

大　

人　
　

２
，０
０
０
円

○
申
込
締
切
日　

12
月
５
日
（
月
）

※
当
日
消
印
有
効

○
申
込
方
法

◆
個
人
の
場
合　

専
用
の
申
込
書

（
振
込
用
紙
）
を
使
っ
て
参
加
料
を

郵
便
局
で
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
団
体
の
場
合　

専
用
の
団
体
申
込

書
を
持
参
・
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
提
出

し
、
参
加
料
は
専
用
の
振
込
用
紙
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
注
意
事
項

・
申
込
後
の
種
目
変
更
や
参
加
料
の

　

返
還
は
不
可
。

・
大
会
当
日
の
参
加
申
込
は
不
可
。

・
参
加
者
名
を
大
会
冊
子
に
掲
載
。

○
申
込
書
設
置
場
所

　

神
埼
中
央
公
園
体
育
館
、
千
代
田

　

支
所
社
会
教
育
課
、
脊
振
公
民
館

申
・
問

神
埼
市
体
育
協
会
事
務
局　

　

☎
５
２
‐
３
７
５
０

○
と
き　
　

12
月
４
日
（
日
）

　

開
会
式　

午
前
８
時
40
分
～

○
と
こ
ろ　

千
代
田
町
次
郎
体
育
館

○
対
象
者　
　

経
験
者
・
初
心
者

○
申
込
方
法

　

神
埼
中
央
公
園
体
育
館
、
千
代
田

支
所
社
会
教
育
課
、
脊
振
公
民
館

に
置
い
て
い
る
参
加
申
込
書
に
記
入

し
、
い
ず
れ
か
の
施
設
に
提
出
。

○
申
込
締
切
日　

11
月
24
日
（
木
）

申
・
問

神
埼
市
体
育
協
会
事
務
局　

　

☎
５
２
‐
３
７
５
０

　

神
埼
地
区
日
中
友
好
協
会
の
活
動

の
一
環
と
し
て
、
神
埼
地
区
に
在
住

の
中
国
の
方
や
ア
ジ
ア
地
区
か
ら
の

留
学
生
を
含
め
た
、
広
域
の
交
流
会

を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

○
と
き　

11
月
26
日
（
土
）

　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

○
と
こ
ろ　

　

仁
比
山
温
泉
「
も
み
じ
の
湯
」

○
内
容

・
九
年
庵
と
仁
比
山
神
社
紅
葉
見
学

・
文
化
交
流
会

申
・
問

日
中
友
好
協
会
神
埼
支
部
事

務
局　

藤
永

☎
０
９
０
‐
３
３
２
３
‐
１
３
１
４

○
と
き　

11
月
19
日
（
土
）

　

受
付　

午
後
０
時
30
分
～

○
と
こ
ろ　

江
北
町
ネ
イ
ブ
ル

○
対
象
（
受
付
順
）

　

が
ん
患
者
、
そ
の
家
族
30
人

○
内
容　

　

フ
ラ
ダ
ン
ス
、
親
睦
交
流
会

○
参
加
費　

一
人
３
０
０
円

○
申
込
締
切　

11
月
11
日
（
金
）

申
・
問

佐
賀
県
が
ん
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー

　

☎
０
１
２
０
‐
２
４
６
‐
３
８
８

　

12
月
１
日
の
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
に

合
わ
せ
、
夜
間
検
査
を
行
い
ま
す
。

○
と
き　

午
後
５
時
～
８
時

　

11
月
29
日
（
火
）
～

　

12
月
１
日
（
木
）

※
11
月
29
日
（
火
）
の
み
午
前
９
時

か
ら
午
後
３
時
も
行
い
ま
す
。

○
と
こ
ろ　

　

佐
賀
中
部
保
健
福
祉
事
務
所
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● 

お
知
ら
せ 

●

神
埼
市
の
偉
人　
　
　

　

徳
川
権
七
を
顕
彰
す
る
会

さ
が
土
木
フ
ェ
ア
２
０
１
６

　

            　

in
吉
野
ヶ
里

九
州
エ
コ
ラ
イ
フ
ポ
イ
ン
ト　
　

電
気
使
用
量
の
削
減
活
動（
節
電
）の

　
　
　
　

冬
期
参
加
者

晩
秋
の「
九
年
庵
」
特
別
公
開
と　

　

王
仁
神
社
お
ふ
る
ま
い　

　
　
　

Ｊ
Ｒ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

市
制
施
行
10
周
年
記
念
事
業

宝
く
じ
文
化
公
演「
吉
本
バ
ラ
エ

テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
」
前
売
り
券
販
売
開
始

平
成
29
年
度　
　
　
　

　
　
　

障
が
い
者
職
業
訓
練
生

平
成
29
年
版
さ
が
県
民
手
帳
発
売

年
末
調
整
説
明
会
の
お
知
ら
せ

神

埼

歩

こ

う

会

○
募
集
締
切
日　

12
月
５
日
（
月
）

○
取
組
期
間

　

平
成
28
年
12
月
～

　
　
　
　
　

平
成
29
年
２
月

○
特
典

　

３
ヶ
月
分
の
検
針
票
提
出
者
に

は
、
抽
選
で
エ
コ
ラ
イ
フ
ポ
イ
ン
ト

券
を
付
与
し
ま
す
。
※
そ
の
他
特
典

有
り

○
と
き　

11
月
26
日
（
土
）

○
コ
ー
ス　
（
12
㎞
）

　

神
埼
駅
～
吉
野
ヶ
里
歴
史
公
園
～

竹
原
王
仁
神
社
～
九
年
庵
～
仁
比

山
神
社
～
白
角
折
神
社
～
神
埼
駅

○
受
付
時
間

　

午
前
８
時
30
分
～
11
時

○
受
付
場
所　
Ｊ
Ｒ
神
埼
駅　

北
口

○
参
加
料　

無
料

※
九
年
庵
へ
の
入
園
に
は
、
美
化
協

力
金
（
３
０
０
円
）
が
必
要
で
す
。

問

神
埼
市
観
光
協
会
（
商
工
観
光
課

内
）
☎
３
７
‐
０
１
０
７

※
毎
週
火
曜
日
に
も
エ
イ
ズ
検
査
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

問

佐
賀
中
部
保
健
福
祉
事
務
所

　

☎
３
０
‐
３
６
２
２

○
募
集
人
員　

73
人
程
度

○
応
募
資
格

・
身
体
障
害
者
手
帳
、
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
、
療
育
手
帳
を
取

得
し
て
い
る
方
等

・
統
合
失
調
症
、
躁
う
つ
病
、
て
ん

か
ん
の
い
ず
れ
か
の
診
断
を
受
け

て
お
り
、
主
治
医
の
意
見
書
の
写

し
を
提
出
で
き
る
方

○
申
込
受
付
期
間

　

平
成
28
年
11
月
２
日
（
水
）
～

　
　
　

平
成
29
年
１
月
６
日
（
金
）

申

・
問

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
佐
賀

　

☎
２
４
‐
４
３
６
１

○
申
込
方
法　

　

郵
便
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
、
Ｗ

ｅ
ｂ
サ
イ
ト
か
ら
申
込
。

申
・
問

九
州
版
炭
素
マ
イ
レ
ー
ジ
制

度
推
進
協
議
会
ポ
イ
ン
ト
運
営
管

理
事
務
局

　

☎
０
５
７
０
‐
０
８
７
‐
３
３
５

○
種
類　
　

・
Ａ
５
版�

１
，３
０
０
円
（
税
込
）

　
（
21
・
０
㎝
×
14
・
７
㎝
）

・
大
型�

　

７
０
０
円
（
税
込
）

　
（
15
・
４
㎝
×
８
．
８
㎝
）

・
小
型�

５
５
０
円
（
税
込
）

　
（
11
・
８
㎝
×
７
・
０
㎝
）　

○
表
紙
の
色

・
Ａ
５
版　

紺
・
ワ
イ
ン
レ
ッ
ド

・
大
型
・
小
型

　

ブ
ラ
ウ
ン
・
ワ
イ
ン
レ
ッ
ド

○
受
付
期
間

　

11
月
１
日
（
火
）
～

　
　
　
　

12
月
22
日
（
木
）

問

企
画
課　

企
画
係

　

☎
３
７
‐
０
１
０
２

　

平
成
29
年
２
月
５
日
（
日
）、
は

ん
ぎ
ー
ホ
ー
ル
で
開
催
す
る
、
宝
く

じ
文
化
公
演
「
吉
本
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー

シ
ョ
ー
」の
前
売
り
を
開
始
し
ま
す
。

○
出
演
者　

　

オ
ー
ル
阪
神
・
巨
人
、
Ｗ
ヤ
ン
グ
、

月
亭
方
正
、
女
と
男
、
モ
ン
ス
タ
ー

エ
ン
ジ
ン
な
ど

○
前
売
入
場
料
金
（
全
席
自
由
）

　

一
般
２
，０
０
０
円

�
（
当
日
２
，５
０
０
円
）

　

高
校
生
以
下
１
，０
０
０
円

�

（
当
日
１
，５
０
０
円
）

※
宝
く
じ
の
助
成
で
特
別
料
金
に

な
っ
て
い
ま
す
。

○
発
売
開
始
日　

12
月
１
日
（
木
）

○
発
売
場
所

　

は
ん
ぎ
ー
ホ
ー
ル
、
神
埼
市
中
央

公
民
館
、
脊
振
公
民
館
、
佐
賀
市
文

化
会
館

問

社
会
教
育
課　

　

社
会
教
育
係

　

☎
４
４
‐
２
７
３
１

○
と
き　

11
月
15
日
（
火
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

○
と
こ
ろ　

は
ん
ぎ
ー
ホ
ー
ル

※
年
末
調
整
関
係
書
類
を
事
前
に
送

付
し
ま
す
の
で
、
出
席
の
際
は
必

ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問

鳥
栖
税
務
署　

法
人
課
税
部
門

　

☎
０
９
４
２
‐
８
２
‐
３
５
６
３

　

徳
川
権
七
は
、
旧
脊
振
村
で
明
治

37
年
か
ら
20
年
間
村
長
を
務
め
、
同

38
年
に
は
造
林
事
業
の
た
め
、
３
千

㏊
の
国
有
林
払
い
下
げ
を
受
け
て
植

林
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
木
材
の
売

却
に
よ
っ
て
村
の
財
政
は
裕
福
に
な

り
、
無
税
の
村
が
実
現
。

　
「
脊
振
を
愛
す
る
会
」
で
は
、
徳

川
権
七
の
偉
業
を
伝
え
る
と
と
も

に
、
徳
川
氏
の
行
政
手
腕
を
顕
彰
し

ま
す
。
※
参
加
無
料

○
と
き　

11
月
19
日
（
土
）

　

午
前
10
時
～

○
と
こ
ろ　

脊
振
公
民
館

問

脊
振
を
愛
す
る
会

　

☎
５
９
‐
２
８
０
１

○
と
き　

　

11
月
19
日
（
土
）、
20
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

○
と
こ
ろ　

　

吉
野
ヶ
里
歴
史
公
園
西
口
エ
リ
ア

○
内
容

　

は
た
ら
く
車
展
示
、
レ
ン
ガ
で
造

る
ア
ー
チ
造
り
、
ダ
ム
模
型
に
よ
る

洪
水
調
節
実
験
、
県
内
の
道
の
駅
に

よ
る
物
販
な
ど

問

土
木
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
連
絡
協

議
会
事
務
局
☎
３
２
‐
１
１
５
１

○
と
き　

11
月
26
日
（
土
）

　

午
前
９
時
集
合

※
雨
天
時
は
原
則
中
止
。弁
当
持
参
。

○
集
合
場
所　

神
埼
市
中
央
公
民
館

○
行
き
先　

佐
賀
空
港
周
辺
（
車
）

○
距
離　

約
10
㎞

○
会
費
（
一
般
）　

２
０
０
円

問

江
頭　

☎
５
２
‐
３
８
６
６
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募集種目 受験資格 受付期間 試験日 試験場所
陸海空自衛官候補生

（男性）
18歳以上27歳未満の方 

（学歴不問） 受付中 12月３日 目達原駐屯地

高等工科学校
（生徒）

17歳未満の方
（中卒・見込み含む）

推薦：11月1日～12月2日
一般：11月1日～1月6日

推薦：1月7日～9日うち1日
一般：1月21日

推薦：高等工科学校
一般：佐賀県駅北館

賃貸学生 お問い合わせください 11月1日～1月10日 １月28日 お問い合わせください

※自衛隊説明会を開催します。○とき　11月13日（日）10：00 ～ 16：00　　○ところ　神埼市中央公民館　
　【説明種目】自衛官採用全種目（自候生・曹候生・航空学生・防大・防医大（医学・看護）・高等工科）など
　　　　　　 お気軽に御来場ください。

◎問い合わせ　自衛隊佐賀地方協力本部　鳥栖地域事務所　☎0942-83-4077
　　　　　　　総務課　秘書広報係　☎37-0088自衛官説明会案内自衛官説明会案内

平和を仕事にする

● 

相　

談 

●

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動　

実
施

第

31
回　

音
楽
の
夕
べ

ア
グ
リ
チ
ャ
レ
ン
ジ
相
談
会

中
小
企
業
向
け　

出
張
金
融
相
談

無

料

法

律

相

談

会

犯
罪
被
害
者
支
援
に
ご
理
解
を

多
重
債
務
の
無
料
相
談
会

発
達
障
害
者
専
門
相
談
窓
口

○
実
施
期
間　

　

11
月
９
日
（
水
）
～
15
日
（
火
）

○
平
成
28
年
度
全
国
統
一
標
語

　「
消
し
ま
し
ょ
う
　

そ
の
火
そ
の
時
　
そ
の
場
所
で
」

◆
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
は
義

務
で
す
。
ま
た
、
い
ざ
と
い
う
時

の
た
め
に
「
点
検
」
と
「
お
手
入

れ
」を
忘
れ
ず
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

問

佐
賀
広
域
消
防
局

　

☎
３
３
‐
６
７
６
５

○
と
き　

11
月
27
日
（
日
）

　

開
演
：
午
後
２
時

○
と
こ
ろ　

は
ん
ぎ
ー
ホ
ー
ル

○
ゲ
ス
ト

　

K
O
T
O
琴
倶
楽
部
、髙
橋
浩
寿
・

浩
寿
会

※
そ
の
他
ピ
ア
ノ
連
弾
、
合
唱
な
ど

○
チ
ケ
ッ
ト
販
売
所

　

神
埼
市
中
央
公
民
館
、
は
ん
ぎ
ー

ホ
ー
ル

○
料
金

・
一
般　

１
，０
０
０
円

・
学
生　

５
０
０
円

問

木
原　

☎
５
２
‐
２
４
２
３

○
と
き　

11
月
10
日
（
木
）

　

午
前
９
時
～
正
午

○
と
こ
ろ　

　
Ｊ
Ａ
さ
が
神
埼
地
区
中
央
支
所

○
対
象
者　

神
埼
市
・
吉
野
ヶ
里
町

で
農
業
を
始
め
た
い
方

※
事
前
申
込
み
が
必
要
で
す
。

申
・
問
Ｊ
Ａ
さ
が
神
埼
地
区
園
芸
課

　

☎
５
３
‐
３
７
６
７

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

○
と
き

　

11
月
14
日
（
月
）
～
20
日
（
日
）

○
時
間　

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

※
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
は
午
前
10

時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

○
電
話
番
号
（
全
国
共
通
）

　

０
５
７
０
‐
０ゼ

ロ
ナ
ナ
ゼ
ロ
の
ハ
ー
ト
ラ
イ
ン

７
０
‐
８
１
０　

○
相
談
担
当
者

　

人
権
擁
護
委
員
、
法
務
局
職
員

※
夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力

（
Ｄ
Ｖ
）、
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
と
い
っ

た
女
性
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
人

権
問
題
に
つ
い
て
の
相
談
窓
口
で

す
。
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の

で
、
一
人
で
悩
ま
ず
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

融
資
の
申
し
込
み
、
返
済
の
見
直

し
や
経
営
課
題
解
決
の
相
談
を
お
受

け
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
※
相
談
無
料

○
と
き　

11
月
15
日
（
火
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

○
と
こ
ろ　

神
埼
市
商
工
会　

�

（
☎
５
２
‐
７
１
３
１
）

問

佐
賀
信
用
保
証
協
会　

業
務
一
課

　

☎
２
４
‐
４
３
４
２

　

佐
賀
県
労
福
協
主
催
の
法
律
相
談

会
で
す
。
※
予
約
制

○
相
談
日　

11
月
20
日
（
日
）

○
と
こ
ろ　

佐
賀
県
労
働
会
館
３
階

申
・
問

（
一
社
）
佐
賀
県
労
働
者
福

祉
協
議
会　

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
さ
が　

☎
０
１
２
０
‐
９
３
１
‐
５
３
６

◆
犯
罪
被
害
者
給
付
制
度

　

通
り
魔
殺
人
等
の
故
意
の
犯
罪
行

為
に
よ
っ
て
亡
く
な
ら
れ
た
被
害
者

の
遺
族
や
、
身
体
に
障
が
い
が
残
る

こ
と
と
な
っ
た
被
害
者
な
ど
に
対
し

て
、
国
が
犯
罪
被
害
者
等
給
付
金
を

支
給
す
る
制
度
で
す
。

◆
民
間
相
談
窓
口

　

警
察
が
連
携
し
て
い
る
民
間
相

談
窓
口
と
し
て
、
N
P
O
法
人
被

害
者
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
佐
賀

V
O
I
S
S
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
は
、

犯
罪
被
害
者
等
早
期
援
助
団
体
と
し

て
佐
賀
県
公
安
委
員
会
の
指
定
を
受

け
、
無
料
で
電
話
・
面
接
相
談
、
裁

判
な
ど
へ
の
付
き
添
い
等
の
支
援
活

動
を
行
っ
て
い
る
団
体
で
す
。

　

犯
罪
被
害
や
交
通
事
故
被
害
等
で

お
悩
み
の
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問

佐
賀
県
警
察
本
部
犯
罪
被
害
者
支

援
室　

☎
２
４
‐
１
１
１
１

　

神
埼
警
察
署

　

☎
５
２
‐
２
１
１
４

　

佐
賀
V
O
I
S
S

　

☎
３
３
‐
２
１
１
０

　

借
入
れ
や
ロ
ー
ン
返
済
に
お
悩
み

の
方
か
ら
、
債
務
整
理
や
家
計
の
見

直
し
な
ど
に
つ
い
て
、
相
談
員
が
面

談
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。
※
要
予
約

○
と
き　

午
後
１
時
～
３
時
30
分

11
月
28
日
（
月
）、
12
月
26
日
（
月
）

○
と
こ
ろ　

佐
賀
財
務
事
務
所

申

・
問

福
岡
財
務
支
局

　

☎
０
４
２
‐
４
１
１
‐
７
２
９
１

発
達
障
害
児
（
者
）
や
そ
の
ご
家
族

等
の
ご
相
談
を
専
門
相
談
員
が
お
受

け
し
ま
す
。
※
要
予
約

○
と
き　

11
月
28
日
（
月
）

　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

　
（
１
回
50
分
）

○
と
こ
ろ　

神
埼
町
保
健
セ
ン
タ
ー

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

そ
れ
い
ゆ

　

☎
０
９
０
‐
６
２
９
６
‐
７
５
５
０
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くらしの相談（行政書士会　東部支部）

行政・人権相談

家庭児童相談・母子父子自立支援相談

もの忘れ相談室

いじめ・体罰・悩み等相談

いじめ・体罰等相談窓口

と　き ところ

11月 4日（金）

10：00～12：00

神埼市役所 ３－１会議室
11日（金） 千代田支所 ２－３会議室

12月 2日（金） 神埼市役所 ３－１会議室
9日（金） 千代田支所 ２－３会議室

○内容　遺言、相続、土地の境界、離婚、農地転用など
※11月４日（金）の会場が10月号でのお知らせから変更となりました。
　ご注意ください。

と　き ところ

11月
8日（火） 13：00～16：00 千代田支所 ２－３会議室

11日（金） 9：00～12：00 脊振支所 １号会議室
21日（月） 13：00～16：00 神埼市役所 ３－２会議室

12月
9日（金） 9：00～12：00 脊振支所 １号会議室

13日（火） 13：00～16：00 千代田支所 ２－３会議室
19日（月） 13：00～16：00 神埼市役所 ３－２会議室

○内容　国や県、市など行政機関の業務に関する苦情・要望

　　　　人権に関わる困りごとや心配ごとなど

◎問い合わせ　神埼市役所　総務課　　　　☎37-0088
　　　　　　　千代田支所　総合窓口課　　☎44-2111
　　　　　　　脊振支所　　総合窓口課　　☎59-2111

　家庭での子どもに関する悩み事、児童に関する問題、母子
父子家庭等・寡婦の方の自立支援のための相談など、お気軽
にご相談ください。
○と　き　月曜日～金曜日（祝日を除く）
　　　　　 9：00 ～ 16：00
○ところ・問い合わせ
　神埼市役所　福祉課　☎37-0110

　神埼市内にお住まいの方で、もの忘れや認知症について不
安に思っている方・そのご家族など専門の医師が相談に応じ
ます。ただし、すでに専門医を受診されている方、もの忘れ
や認知症で治療されている方は除きます。
○と　き　11月４日（金）15：00 ～ 17：00
○ところ　千代田町保健センター
○受　付　当日の11：00まで　※要予約
○定　員　３人（１人40分程度）
◎予約・問い合わせ
　神埼市役所　高齢障がい課（おたっしゃ本舗神埼）　
　☎37-0111

　学校生活や家庭生活の中での心配ごとや悩みごとなど、一
人で悩まないでご相談ください。
○と　き　月・木曜日（祝日を除く） 8：30 ～ 17：15
○ところ　千代田支所　２－３会議室
◎相談専用電話　☎44-5622

　教育委員会では、いじめ・体罰等相談窓口を設置してい
ます。
○と　き　月～金（祝日を除く）8：30 ～ 17：15
○ところ　教育委員会　学校教育課
◎問い合わせ
　神埼市教育委員会　学校教育課　☎44-2384

司法書士無料相談

消費生活相談

生活困窮の相談窓口

○と　き　11月17日(木）  10：00 ～ 12：00
○ところ　神埼市役所　３－２会議室
○定　員　４人（１人30分）　　※要予約
○受　付　11月14日（月）まで
◎問い合わせ
　総務課　秘書広報係　☎37-0088

　仕事や生活のことでお困りの方、借金でお悩みの方、病気
や障がい、その他さまざまな理由で経済的にお困りの方、ひ
とりで悩まないで気軽にご相談ください。専門知識を有した
相談支援員が、あなたに寄り添いながら他の専門機関と連携
し、解決に向け、ともに考え、取り組みます。
◎申込・問い合わせ　神埼市生活自立支援センター
　☎97-6730（千代田町福祉センター内）

と　き　 ところ・問い合わせ

毎週火・金曜日

  9：00～12：00
13：00～15：00

神埼市役所  商工観光課  ☎37-0107

毎週木曜日 吉野ヶ里町（東脊振庁舎）☎37-0350

毎週月・水曜日 みやき町（三根庁舎）☎0942-96-5534

第２・４金曜日 上峰町役場　☎52-2181

毎　　日   9：00～17：00 佐賀県消費生活センター　☎24-0999

※消費生活相談窓口は広域連携をしていますので近隣市町でも相談可能です。

アバンセの女性総合相談
【法律相談】※要予約
女性の弁護士が相談をお受けします。
○と　き　11月５日（土）、17日（木）
　　　　　13：00 ～ 16：00

【こころの相談】※要予約
女性の臨床心理士が相談をお受けします。
○と　き　11月19日（土）　14：00～16：00
◎相談・問い合わせ
　アバンセ女性総合相談　☎26-0018

○とき　　11月17日（木）　13：30 ～ 16：30
○ところ　脊振町高齢者生活福祉センター（そよかぜ荘）
○受付　　11月15日（火）まで　※要予約
○定員　　６人（１人30分）
◎問い合わせ
　神埼市社会福祉協議会　☎59-2227

弁護士無料法律相談（社会福祉協議会）
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行政トピックス

やまやコミュニケーションズを視察

災害廃棄物の処理の協力を約束

『レッドトルネード』市民応援ＤＡＹ

(株)佐賀銀行と協力を約束

　日本トップリーグで活躍するハンドボールチーム
『トヨタ紡織九州レッドトルネード』を市一体となっ
て応援するイベント「神埼市民応援ＤＡＹ」が、９
月17日、神埼中央公園体育館で今年も盛大に開催さ
れました。
　試合は、接戦の末に敗れたものの、オフシーズン
に取り組まれたディフェンス強化の成果が随所に見
られたほか、スピードを活かしたオフェンスで対戦
相手の琉球コラソンを押し込む場面も見られ、今シー
ズンのリーグ戦上位進出を予感させました。
　11月５日（土）は、強豪トヨタ車体ブレイブキン
グスを神埼中央公園体育館に迎え打つため、皆さん

の声援による
後押しをお願
いします。

　10月13日、神埼市と(株)佐賀銀行が「まち・ひと・
しごと創生に関する連携協定式」を行いました。
　この協定は、市のまち・ひと・しごとの創生と好
循環を確立するため、相互に連携、協力し、市の人
口減少問題の克服と地域経済の活力維持を図ること
を目的としています。
　今回「企業者への支援や新規企業の誘致に関する
こと」「農産物づくりや６次産業の推進に関すること」

「移住・定住の推進に関すること」など９項目につい
て連携協定を行い、地方創生に向けた取り組みを推

進します。

　９月６日、市内企業や金融機関、学校など51会員
で構成されている神埼市企業連絡協議会の第１回定
例会が開催されました。
　今回は、顧客からの意見、要望などの情報収集の
仕方や、その情報を社員全員で共有することに積極
的に取り組まれている「㈱やまやコミュニケーショ
ンズ」を視察し、意見交換を行いました。
　また、企業視察後も、参加者同士で自社の事例を
交えながら積極的に情報交換を行なわれていました。

　９月28日、市と（一社）佐賀県産業廃棄物協会が、
災害時に速やかに連絡を取り合い、迅速な処理を進
めるために、「地震等大規模災害時における災害廃棄
物の処理等の協力に関する協定」を締結しました。
　東日本大震災や熊本地震では、平時の処理量を超
える大量の災害廃棄物が発生し、その迅速な処理が
課題となりました。
　この協定書を締結することにより、災害によって
被害が広範囲にわたり、復興までに長時間を要する
ような、市での
対応が困難な
規模の災害に
おいて、迅速な
対応が期待で
きます。

司法書士　すえなが総合事務所
℡0952－52－2079（神埼サピエより南に100ｍ）

困ったこと、悩んでいること、ご相談を
相続・遺言・不動産登記・商業、法人登記
成年後見・借金問題（相談室あります・秘密厳守）

料金の見積り等も、気軽にお尋ね下さい

司法書士　末永博義・井上智史

営業時間　午前８：00～午後６：00
時間外も、電話予約OK

有
料
広
告

有
料
広
告
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王
仁
博
士
生
誕
地
訪
問
市
民
ツ
ア
ー

韓
国
霊
岩
郡
を
訪
問

被
災
地
復
興
を
願
っ
て
義
援
金

一
番
搾
り
佐
賀
づ
く
り

を
寄
贈

　

９
月
30
日
か
ら
10
月
２
日
ま
で
、

韓
国
霊
岩
郡
に
あ
る
王
仁
博
士
生
誕

地
を
訪
問
す
る
市
民
ツ
ア
ー
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

王
仁
博
士
は
、
５
世
紀
頃
に
漢
字

を
は
じ
め
と
す
る
百
済
文
化
を
日
本

に
伝
え
た
と
さ
れ
、
生
誕
地
で
あ
る

霊
岩
郡
に
は
「
王
仁
博
士
遺
跡
地
」

と
し
て
公
園
が
整
備
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

９
月
30
日
に
開
か
れ
た
霊
岩
郡
主

催
の
晩
餐
会
で
は
、
神
埼
町
竹
原
地

区
に
建
設
予
定
の
王
仁
博
士
顕
彰
公

園
内
に
設
置
す
る
百
済
門
の
建
立
な

ど
に
関
し
て
、
神
埼
市
と
霊
岩
郡
と

の
相
互
支
援
を
約
束
す
る
協
約
書
を

締
結
し
ま
し
た
。

　

訪
問
団
は
王
仁
博
士
遺
跡
地
に
建

て
ら
れ
た
王
仁
廟
や
千
字
文
碑
、
功

績
を
紹
介
す
る
資
料
館
な
ど
を
見
学

し
、
王
仁
博
士
に
関
す
る
理
解
を
深

め
ま
し
た
。

　

10
月
３
日
、
神
埼
市
区
長
会
と
神

埼
市
文
化
連
盟
が
熊
本
地
震
、
神

埼
音
楽
愛
好
会
が
東
日
本
大
震
災
へ

の
義
援
金
を
そ
れ
ぞ
れ
共
同
募
金
会

（
神
埼
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
窓
口
）

と
日
本
赤
十
字
社
佐
賀
県
支
部
へ
手

渡
し
ま
し
た
。

　

市
区
長
会
を
代
表
し
、
山
口
公
大

会
長
が
、
ま
た
、
市
文
化
連
盟
か
ら

は
山
﨑
節
子
副
会
長
と
實
松
英
治
常

任
理
事
が
代
表
と
し
て
贈
呈
し
ま
し

た
。

　

市
文
化
連
盟
で
は
、
７
月
17
日
の

「
第
５
回
神
音
祭
」
で
義
援
金
を
募

集
。
出
演
者
や
来
場
者
の
被
災
地
復

興
を
願
う
気
持
ち
も
あ
わ
せ
て
届
け

ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
神
埼
音
楽
愛
好
会
の
市

丸
芳
朗
会
長
、牛
島
美
恵
子
副
会
長
、

木
原
憲
治
事
務
局
長
の
３
人
は
、「
東

日
本
大
震
災
」に
対
す
る
義
援
金
を
、

日
本
赤
十
字
佐
賀
支
部
船
津
定
見
事

務
局
長
へ
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
義
援
金
は
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
『
音
楽
の
夕
べ
』
の
収

益
の
一
部
で
、
被
災
地
復
興
を
支
援

す
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
11
月
27
日
（
日
）
に
は
、

は
ん
ぎ
ー
ホ
ー
ル
で
熊
本
震
災
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
「
音
楽
の
夕

べ
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

エ
リ
ア
限
定
「
一
番
搾
り
佐
賀
づ

く
り
」
の
発
売
を
記
念
し
、
10
月
13

日
、
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
㈱
小
林
晋
佐
賀
支
社
長
が
同
商
品

を
松
本
市
長
に
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

佐
賀
県
産
の
大
麦
麦
芽
１
０
０
％

を
使
用
。「
県
産
麦
芽
の
う
ま
み
を

引
き
出
し
て
お
り
、
県
内
の
食
材
に

ぴ
っ
た
り
の
味
に
仕
上
が
っ
て
い
ま

す
」
と
小
林
晋
支
社
長
。

　

ま
た
、
支
社
長
に
同
行
さ
れ
た
神

埼
市
出
身
の
坂
井
勇
太
さ
ん
は
「
飲

ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。
満
足
い
た
だ

け
る
と
思
い
ま
す
」と
の
こ
と
で
し
た
。

　

松
本
市
長
も
「
こ
の
佐
賀
づ
く
り

が
佐
賀
か
ら
全
国
へ
と
人
気
が
広
が

り
、
消
費
拡
大
へ
と
繋
が
る
こ
と
を

期
待
し
ま
す
」
と
激
励
。

　

皆
さ
ん
も
県
産
麦
芽
を
使
用
し
た

「
佐
賀
づ
く
り
」
を
ぜ
ひ
ご
賞
味
く

だ
さ
い
。

▲神埼音楽愛好会から ▲市文化連盟から ▲市区長会から
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ＦＭ佐賀　
【放送時間】 毎週水曜
　　　　 　12：00～12：55
【ＦＭ佐賀のホームページ】
http://www.fmsaga.co.jp

間】毎週水曜
ＭＹ ＤＥＡＲ 神埼

FM佐賀

～つれづれなるままに～
ナビゲーター：おのくみこ
つれづれなるままに
MY DEAR　神埼

　こんにちは、「MY DEAR 神埼」のおのくみこです！
　11月になりましたが、毎年11月は大忙しの「MY 
DEAR 神埼」。
　今年は、例年にも増してさらに忙しく充実した月
となりそうです。
　というのも、毎年佐賀の秋の風物詩として、全国
から沢山の方が訪れる「佐賀インターナショナルバ
ルーンフェスティバル」が、今年は皆さんすでにご
存知のように「2016 佐賀熱気球世界選手権」とし
て10月28日から11月６日までと、例年よりも長い
10日間、佐賀市嘉瀬川河川敷で開催され、11月２
日（水）の「MY DEAR 神埼」は番組がスタートし
て以来初めて、このバルーン会場から、神埼市民の
バルーンパイロット、沼田 実さんをゲストにお迎
えし、公開生放送でお送りしていきます。
　さらにバルーン会場からの公開生放送が終わった
後は、11月６日（日）の『神埼市教育の日』の司
会＆取材、翌週の12日（土）には『神埼市市民交
流祭』で同じく司会＆取材を、その翌週の11月15
日（火）～ 23日（水・祝）までの『九年庵秋の一
般公開』では、毎年恒例となっている九年庵前から
今月２回目の公開生放送が待っています。
　さらにその翌週、27日（日）には『神埼市市制
施行10周年記念まちづくりシンポジウム』と盛り
だくさん！当然その間も毎週水曜日には通常通り

「MY DEAR 神埼」の放送と、
放送の為の事前取材も必要
です。どんどん埋まっていく
スケジュール帳を見ながら、
時として「全ての仕事を滞
りなくやれるのか？」とい
う不安が襲ってきますが、予定が一杯！と言うこと
は、それだけ神埼市が活気づいていることの証でも
あります。そんな神埼の盛り上がりのお手伝いが少
しでもできるのであれば。と、私もスタッフも（内心
ちょっと青ざめながらも…苦笑）張り切っています!!
　市民の皆さんもぜひ各会場で私達と一緒に神埼市
を盛り上げてください!!
　各会場にて、皆さんのお越しをお待ちしておりま
す!!
　そして一緒に神埼の秋を楽しみましょうヽ(=́ ▽ =̀)ﾉ

『MY DEAR 神埼』ナビゲーターおのくみこ

第７回
「～今までで一番忙しく

充実した月（ の予感♥）～」

【合併10周年記念】
第10回元気かんざき市民交流祭

【合併10周年記念】
神埼市まちづくりシンポジウムを開催します

　毎年恒例の「元気かんざき市民交流祭」。今年は、
神埼市中央公民館を中心に開催します。
　様々な団体からの催しに加え、勾玉づくりなど
の体験コーナーや毎年好評のどこまで伸びるかん
ざき麺。さらに、ヤクルト早飲み大会や神埼市・
ボークール市友好姉妹都市展示など盛りだくさ
ん。楽しめること間違いなし！ぜひご来場ください。
○とき　　11月12日（土）10：00 ～
○ところ　神埼市中央公民館
○内容
・メインホールイベント
　神舞太皷、高志狂言、ヤクルト早飲み大会、ど

こまで伸びるかんざき麺など
・体験コーナー
　勾玉づくり、貯金箱づくりなど
・物販・ふるさと納税コーナー
　ふるさと納税コーナー物販品展示販売、「佐賀

県産和牛」特別価格販売など
・展示・バザーコーナー
　熊本地震災害支援チャリティーバザー、大御田

祭映像上映など
◎問い合わせ　元気かんざき市民交流祭実行委員

会事務局（政策推進室内）☎37-0121

　神埼市は、今年３月20日で合
併10周年を迎え、今後のさらな
る発展と市民協働のまちづくりに
ついて考える機会として、「神埼
市まちづくりシンポジウム」を開
催します。
　入場は無料です。たくさんの市
民の皆さまのご来場をお待ちしています。
◆まちづくりシンポジウム
○とき　11月27日（日）　開場：13：00 ～
○ところ　神埼市中央公民館
○内容　神埼市まちづくり活動事例発表、
　　　　基調講演、パネルディスカッション
○講師　東国原　英夫氏（元宮崎県知事）
◆プレイベント
○とき　11月25日（金）～ 27日（日）
　10：00 ～ 17：00　※27日は13：00 ～ 17：00
○ところ　神埼市中央公民館　エントランス
○内容　市内ＣＳＯ（市民社会組織）団体などの活動パ

ネルの展示
※このシンポジウムは、全国モーターボート競走施行者

協議会からの拠出金を受けています。
◎問い合わせ　企画課　企画係　☎37-0102
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し
の
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会
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佳
き
こ
と
の
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�

牟
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則
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木
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香
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の
よ
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君
だ
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�

香
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富
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稔
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�

藤
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お
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ふ
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ご
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き
た

�

柳
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母
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日
は
嬉
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い
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笑
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�

眞
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壽
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短
歌
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神
埼
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雨
止
み
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き
ゆ
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傘
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よ
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友
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も
せ
む
か

�

城
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孝
子

三
十
度
を
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ゆ
る
暑
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悠ゆ

う
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ん
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さ
る
す
べ
り
ピ
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揺
ら
す

�

坂
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子

庭
隅
に
つ
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咲
く
真
紅
あ
ざ
や
か
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彼
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五
つ
今
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の
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や
ぎ
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演
技
シ
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ク
ロ
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涙
す
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田
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と
代

大
き
く
て
の
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の
ろ
動
き
し
台
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海
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河
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ふ
る
る
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さ

ぞ
う
り
素
足
に
畑
の
青
紫
蘇
の

若
き
穂
を
摘
み
朝
餉
に
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ふ
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�

納
富　

茂
子

〈
千
代
田
〉

紅
白
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植
ゑ
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墓

�

石
田
千
津
代

文
芸
コ
ー
ナ
ー

　

神
埼
町
の
櫛
田
宮
そ
ば
に
あ
る
創
業

１
０
０
年
以
上
の
老
舗
割
烹
「
菊
水
」

の
料
理
長
の
栗
山
耕
二
さ
ん
（
36
）。

母
親
の
里
子
さ
ん
と
店
を
切
り
盛
り
し

な
が
ら
、
神
埼
市
商
工
会
青
年
部
で
地

域
貢
献
活
動
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

９
月
に
神
埼
市
中
央
公
民
館
で
開
か

れ
た
「
第
47
回
若
い
経
営
者
の
主
張
佐

賀
県
大
会
」（
県
商
工
会
連
合
会
、
県

商
工
会
青
年
部
連
合
会
主
催
）
で
、
青

年
部
活
動
を
通
じ
た
自
ら
の
成
長
な
ど

を
語
り
、
最
優
秀
の
県
知
事
賞
に
輝
き

ま
し
た
。
最
優
秀
は
同
商
工
会
で
初
の

快
挙
で
す
。

　

３
年
前
に
亡
く
な
っ
た
父
親
の
和
夫

さ
ん
は
、
菊
水
を
経
営
す
る
傍
ら
小
学

校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
を
務
め
る
な
ど
地
域

活
動
に
熱
心
で
し
た
。
栗
山
さ
ん
も
そ

の
姿
を
見
て
育
ち
、
10
年
ほ
ど
前
か
ら

商
工
会
青
年
部
で
活
動
。「
子
ど
も
見

守
り
隊
」
で
は
、
一
カ
月
に
一
回
、
早

朝
、
校
門
に
立
ち
、
児
童
に
「
お
は
よ

う
」
と
声
を
か
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
小
学
生
を
対
象
に
し
た
放
課

後
教
室
「
ド
リ
ー
ム
パ
ー
ク
」
に
と
、

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
で
活
躍
。「
日

本
料
理
入
門
」
を
自
ら
企
画
、
講
師
と

し
て
レ
シ
ピ
を
作
り
、
だ
し
ま
き
卵
な

ど
を
教
え
ま
し
た
。「
地
域
と
の
つ
な

が
り
で
商
売
が
で
き
る
。
子
ど
も
た
ち

が
家
で
『
菊
水
の
人
に
教
わ
っ
た
よ
』

言
っ
て
く
れ
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
ね
」

と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

町
内
に
は
父
親
が
つ
く
っ
た
野
球

チ
ー
ム
も
あ
り
ま
す
。
鳥
栖
商
業
高

校
時
代
に
野
球
部
だ
っ
た
栗
山
さ
ん
も

チ
ー
ム
に
入
り
、
地
域
の
盛
り
上
げ
に

一
役
買
っ
て
い
ま
す
。「『
お
か
げ
さ
ま

で
』
の
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
こ
と
が
大

事
」
と
話
し
、「
感
謝
の
気
持
ち
で
地

域
へ
の
恩
返
し
を
続
け
て
い
き
た
い
」

と
、
決
意
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。 栗山 耕二さん

（神埼町利田）

商
工
会
青
年
部
で
地
域
貢
献
活
動
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